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大阪府東部に位置する人尾市は、河内平野のほぼ中央に位置 し、東に生駒山地、南

に羽曳野丘陵、西に上町台地の景観 をみる地域です。この豊かな自然環境の もとで、

古 くから人々の生活の場 として繁栄 していた地域であ り、地面の下には、先人達が残

した貴重な埋蔵文化財が数多 く残 されています。

これらのかけがえのない埋蔵文化財は、地域の歴史と文化を伝える貴重な史料であ

り、地域の人々の共有の文化遺産であります。開発により消失するこのような埋蔵文

化財の記録保存を行うと共に、これらの成果の活用を広 く図り、後世に伝えていくこ

とが現代に生きる我々の大きな責務と認識しています。

このたび、平成19年度に実施 しました矢作遺跡 (第 7次調査)の発掘調査の整理が完

了致しましたので、報告書として刊行する運びとなりました。矢作遺跡は、旧大和川

の主流である長瀬川と隣接する地域に立地し、河川の氾濫を永 く受けながら、弥生時

代中期から近世まで連綿と集落が存在 してきた遺跡であります。今回の調査地でも、

平安前期頃に起きた大規模な河川氾濫後、集落及び連綿と続 く耕作地として利用され

ており、土地利用の変遷を知る上で重要な成果と言えます。

本書が地域史の解明はもとより、埋蔵文化財の保護及び啓発・普及に広 く活用 して

頂ければ幸いです。

最後になりましたが、この発掘調査に対 して、ご協力いただきました関係諸機関の

皆様方に心より御礼申し上げるとともに、今後、尚一層のご理解 とご協力を賜 ります

よう心からお願い申し上げます。

平成20年 12月

財団法人 八尾市文化財調査研究会

理事長 岩 崎 健 二

きし
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1.本書は、大阪府八尾市安中町八丁目で実施した市営安中住宅 4・ 5・ 6号館建替えに伴う矢

作遺跡第 7次調査 (Y H2007-7)の発掘調査報告書である。

1.調査は、人尾市教育委員会の指示書に基づき、財団法人八尾市文化財調査研究会が八尾市か

ら委託を受けて実施したものである。

1,現地調査は平成19年 12月 11日 ～平成20年 2月 29日 にかけて河村恵理が担当した。調査面積は

1104ど である。現地調査においては、赤松英幸 。浅井宏美 。飯塚直世・伊藤静江・サH崎純弘・

竹田貴子・田島宣子・中野一博・西出一樹・村井厚三・吉川一栄・和田直樹が参加 した。

1.整理業務は、平成20年 7月 ～12月 に実施した。

1.本書作成に関わる業務は、遺物実測―伊藤・徳谷尚子、遺物・遺構 トレースー本寸井俊子、デ

ジタル トレースー河村、遺物写真―北原清子、遺物写真図版―尾崎良史 。北原、遺構写真図

版―河村が行った。

1.本書の執筆・編集は河村が担当した。

l.測量は富士測量株式会社に委託した。

1.調査に際しては、写真 。実測図等の記録とともに、カラースライドを作成している。広 く活

用されることを希望する。

イアJ

1.本書掲載の地図は、大阪府八尾市発行の1/2500の 地形図 (昭和61年測量 。平成 6年修正・平

成 8年 7月 編纂)、 八尾市教育委員会の『八尾市埋蔵文化財分布図』 (平成19年度版)を使用

した。

1 本書で用いた標高の基準は、T,P。 (東京湾標準潮位)である。

1.本書で用いた方位は、国土座標第Ⅵ系 〔世界測地系〕の座標値である。

1.土色は、小山正忠 。竹原秀雄編1997年期版『新版 標準土色帖』農林水産省農林水産技術会

議事務局 監修・財団法人日本色彩研究所 色票監修に準拠した。

1.遺構は下記の略号で示した。

井戸―SE  土坑―SK  溝―SD  小穴一SP  落ち込み―SO
l.遺構図面の縮尺は、適宜設定した。

1.遺物図面の縮尺は、1/4を基本とし、石製品については2/3と した。遺物の断面については、

陶磁器・瓦器・土師器・土製品 。鉄製品は白、須恵器は黒、灰釉陶器 。石器・瓦は斜線、黒

色土器は粗い水玉を用いた。土器の施釉部分は細かい水玉を用いた。

1.土器の形式・編年で基準とした文献については、日次の末尾に提示した。

1.第 1章で参考とした文献についてはP。 3、 第4章で参考とした文献についてはP.44に提示した。

口
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第 1章 遺跡概要とその環境

矢作遺跡は、大阪府八尾市のほぼ中央部に位置し、現在の行政区画の高美町三～六丁目、南本

町五～八丁目、松山町二丁目、明美町二丁目、安中町六～八丁目一帯をその範囲とし、東西約0.9

km、 南北約1.Okmに拡がる。

地理的に見ると、当遺跡は東を生駒山地、西を上町台地、南を河内台地、北を淀川に囲まれた

河内平野の南東部に位置し、旧大和川の主流である長瀬川と玉串川に挟まれた沖積地上の長瀬川

の氾濫原に立地する。さらに長瀬川から派生した自然堤防(註 1)が、遺跡内中央部を南北方向に

伸びるように形成されている。この自然堤防 (現地盤T,P,+10,3m)を基点として東西に広 く盛土

が堆積する(国土地理院1983)。

当遺跡周辺は、弥生時代以降比較的安定した土地であった為、遺跡が特に密集する地域の一つ

である。当遺跡の北側には成法寺遺跡、北東側には小阪合遺跡、東側には中田遺跡が存在する。

当遺跡は、昭和56年に入尾市教育委員会 (以下「市教委」と呼称)に よって実施された南本町五

丁目の住宅建設に伴う遺構確認調査によって明らかになった遺跡である。当調査では古墳時代 。

中世の遺構 。遺物が確認された(米 田敏幸1987)。本格的な調査としては、昭和61年に市教委によっ

て実施された第 1図 一〇調査が最初である。当調査では古墳時代前期の溝、古墳時代後期の掘立

柱建物・溝などが検出された。以降、大阪府教育委員会 (以下「府教委」と呼称)・ 市教委 。当調

査研究会によって数次の発掘調査が行われてきた。

以下、当遺跡周辺地域の既往の調査成果について、時代毎に記述する。なお、当遺跡周辺地域

の地理的条件によって、自然堤防上を「A地域」、自然堤防(A地域)よ り西側部一帯を「B地域」、

自然堤防(A地域)よ り東側部一帯を「C地域」に分類した。A～ C地域の範囲は第 1図を参照さ

れたい。またゴシック文字で表した囲み文字の算用数字についての詳細は第 1表にまとめた。

弥生時代中期では墓域が確認されている。C地域北端部でのみ検出されており、既往調査の希

薄な北部 (東郷遺跡)側 に拡がる可能性が高い。調査成果について見ると、⑭でマウンド上に3基

の木棺と2つの甕棺が残る方形周溝墓が検出されている。

弥生時代後期では居住域が確認されている。B地域北部とC地域北部に点在する。調査成果に

ついて見ると、B地域の①で多数の小穴・土坑 。溝などが検出されており、③ o④では完形の遺

物が多量に出上した土坑や溝などの祭祀遺構が検出されている。おそらくこれらの調査地が居住

域の中でも比較的、集落の中心部より離れた場所にあったものと推測できる。

弥生時代後期末～古墳時代初頭 (庄内式期)(第 2図 ―I)で は居住域 と墓域が確認されている。

B地域北部とC地域中部では居住域、C地域北部では墓域と居住域が確認されており、当時期以

降、本格的に土地利用され始めたことが分かる。関連する主な調査成果を見ると、B地域北部の

④ o③、C地域中部の〇・⑩・〇で土坑・小穴など居住域関連遺構が検出された。C地域北部で

は⑮ 。〇・⑩で溝 。土坑など居住域関連遺構が検出された。⑩では調査区北部で井戸・土坑 。小

穴など居住域関連遺構が検出され、南部で方形周溝墓など墓域関連遺構が検出されている。これ

らの成果よりC地域北部一帯は、北東側に居住域が集中し、南西部に墓域が拡がる集落が存在し

ていたものと推浪Jで きる。
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古墳時代前期 (布留式期)(第 2図 ―I)で は居住域と墓域が確認されている。B地域北部とC地

域北部～中央部でそれぞれ遺構が検出されている。関連する主な調査成果を見ると、B地域では、

隣接する③と④を合わせて4基の方形周溝墓が検出されている。C地域北部では、⑬・⑫で数棟

の竪穴住居が検出されており、隣接する⑭でも8棟以上の竪穴住居 。井戸が検出された。なお⑫

では墓域関連遺構が検出されており、C地域北部一帯は、東側に居住域、西側に墓域が拡がる集

落が存在していたものと推測できる。C地域中部では〇で検出された溝より銅鏡が出土している。

また、〇では円形周溝墓が確認されており、C地域中部一帯にも集落が拡がつていたと推測でき

る。弥生時代後期末～古墳時代前期にかけて、集落が北側に集中しており、居住域と墓域の位置

関係より、B地域北部、C地域北部、C地域中部の合わせて3つの小規模集落が存在していたも

のと推測できる。

古墳時代中期～後期(第 2図 ―Ⅱ)では居住域と墓域が確認されている。B地域北部では墓域と

居住域が共に確認されており、C地域でも墓域と居住域が点在するように確認されている。関連

する調査成果を見ると、B地域では③で8棟の掘立柱建物がまとまって検出され、③でも1棟検

出された。なお両調査区に挟まれた④では、円筒埴輪棺が検出され、墓域であつた可能性が高い

ものと推察できる。C地域を見ると、C地域北端部の⑮では竪穴住居・井戸など居住域関連遺構

が検出された。これより250m程南下した地点の⑬ o⑩では円筒埴輪・朝顔形埴輪の小片が多数

出上した周溝が検出されており、墓域が拡がっていたものと推測できる。これよりさらに400m

前後南下した地点の〇・③・〇の調査では溝・小穴などが検出された他、〇の調査では埴輪や鉄

刀などの古墳関連遺物が出土しており、近隣に古墳が存在することが推測できる。①の調査では

3棟以上の掘立柱建物跡やこれを巡るような三重の溝を検出し、大規模な居館の存在を確認した。

溝の廃絶時期(6世紀末)や、近接する矢作神社の存在から、物部氏の居館の存在も示唆される。

当該時期で確認した集落群の位置関係が、前述した古墳時代前期以前と一致することから、弥生

時代後期末より集落が連綿と広がつていたものと推察できる。

奈良～平安時代前期(第 2図 ―Ⅲ)では居住域と生産域が確認されている。居住域はA地域縁辺

部に点在している。関連する調査成果を見ると、A地域縁辺部西側の③ o① o②では、掘立柱建

物や井戸など居住域関連遺構が検出されている。特筆すべき成果としては、②で同一面上に掘立

柱建物跡とそれを切るように耕作溝が多数検出されたことである。この調査成果より、比較的短

期間で人為的に建物が廃絶され、再び耕作地として利用が始まったことが伺える。不安定な自然

環境であつたものと考えられる。A地域縁辺部東側の④でも、井戸・溝などの居住域関連遺構が

検出されている。

以上のようにA地域縁辺部一帯に遺構が集中するのは、A地域一帯が当該時期に河川として機

能していたからである。この河川は、古墳時代後期から当該時期に旧大和川の本流の1つであつ

た「矢作ルート」(阪田育功2008)と 同一であると考えられる。この為当該時期は、他の時期と

比較して遺構の検出数が相対的に少なく、B'C地域においても河川氾濫の影響を大きく受けて

いたことが推察できる。

特筆すべき成果としては、④と④で確認された自然河川 (以下「河川②」と呼称)の 中から墨

書人面上器が出上したことである。以下、河川②の流路について若干の考察を加えたい。墨書土

器が出土した④の地点は、A地域を形成した自然河川 (以下「河川①」)よ り若千東寄りに位置す
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る。また、河川②が、河川①との間に位置する⑩・⑬では河川堆積層が確認されていないことや、

河川堆積の層厚の違いより、⑦→⑫→⑩→⑬→①→⑬方向に流れるものと推察できる。

平安時代後期～室町時代 (第 2図 ―Ⅳ)では居住域と生産域が確認されている。A地域及びA地
域からさらに派生した高まり上に居住域が確認されており、Bと C地域では生産域が確認されて
いる。A地域 (河川①)の埋没時期は平安時代前期頃であり、これ以後安定した土地が続き、広く

居住域として利用されていたものと考えられる。関連する調査成果を見ると、大地域北部の⑩・

⑦・⑬ o⑩ o③
(以下「 a地区」と呼称)で土坑・井戸・溝など居住域関連遺構が集中して検出さ

れた。これより南南東方向に400m前後地点の②～⑩ (以下、「b地区」と呼称)で井戸・土坑・小

穴・溝などの居住域関連遺構が検出され、⑩で検出された溝は集落を区画する堀の可能性も考え

られる。これよりさらに南東方向に500m地点の③ (以下、「 c地区」と呼称)で 13基の井戸 。3棟
の掘立柱建物・池状遺構・溝 。土坑など、⑩で小穴・土坑、〇では井戸、⑭では溝など居住域関

連遺構が検出されている。さらに南下したA地域南部の③・⑫ (以下、「c地区」と呼称)で も掘

立柱建物・井戸・土坑などの居住域関連遺構が検出されている。B地域について見ると、⑪・⑫
では鋤溝群、④・〇・⑭では井戸・小穴 。溝 。土坑などが検出され、⑬で検出された溝からは呪

付木簡が出土していることから、祭祀などに利用された地域であり、周辺に集落が存在するもの

と推測できる。C地域では、⑫・〇・〇と⑬・⑩で鋤溝群が検出されたが、近接する位置関係か

ら、前者の調査についてはb地区の居住域に関連する生産域、後者の調査についてはA地域b地

区の居住域に関連する生産域と推測できる。これらの調査成果より、Aと C地域ではあわせて4

箇所、B地域では少なくとも1箇所に、集落が存在していたことが示唆できる。

以上、これらの既往の調査成果より、調査地周辺では、弥生時代中期から近世まで連綿と集落

が存在することは明らかである。特筆すべき点としては、成法寺遺跡から矢作遺跡にかける地域

の中央部に、長瀬川の氾濫によって形成された自然堤防(A地域)が形成されていることである。
この自然堤防の形成を境に、成法寺から矢作遺跡に見られる集落の分布が大きく変化し、各集落

が立地条件の良い場所に移動していったことが推察できる。

註 1(阪 田2008)に よると、この長瀬川から派生 した自然堤防を、1時期に旧大和川の本流の 1つ と考える「矢

作ルー ト」の存在を示 している。

国土地理院1983「大阪東南部」Fl:25,000土地条件図』

米田彼幸1987「矢作遺跡発掘調査慨要」『人尾市内遺跡昭和61年度発掘調査報告書Ⅱ』人尾市文化財調査報告

15 八尾市教育委員会

阪田育功2008「河内平野における河川形成と流路変遷」『大和川付替えと流域環境』古今書院
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善

ぽ
漫

||1 当調査研究会調査地

与||| 八尾市教育委員会調査地

,趨踵踵 大阪府教育委員会調査地

第1図 調査地周辺位置図(S=1/7000)
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第 1表 周辺の発掘調査一覧表

番号 調査名略号
所在地
(丁 目)

面積
(浦 )

主 な調査成果 文 献

① SH91-9 光南町 1 75 古墳時代後期の溝、弥生時代後期の柱穴 土坑 票答盆P浮習ど災叉麿幣蓑罷摯纂≧漆更套(SH9卜 9)」 「財回法人八尾市文化財調査研究会

② 2007-283 光南町 1 125 基祭答警評賀遂需受形摩誤ζ祭彗〒
1鞠

綸量翼
内
夫覧需霰警禦賓蜃

発掘調

③ 1983年 度 光南町 1 約1900 盲運璧纂蜜響程覆鑑芳霊黎滋蔵
墳時代前期の方形

買套
千秋 米日敏幸1983m法寺遺跡―八尾市光南町1丁目29番地の調靭 八尾市教育委

④ SH89-5 光南町 1 400 課梃写錨街芽形高糧量←笙努?爆算瑕爽f苦書驀
代初頭の溝 土坑、弥生時代後期の祭祀遺構

曇響馬5!髯ぎ農焚責鷲幕斐花尋箋碧需線 よ平鰺占復ぇん里幕岳庸詐第墨廉霧蜜
査

⑤ 2007-343 清水町 1 9 霧藉割駅逢需鋤ヒげ堺遠認誰略70!瑞詔藍齢擢撃雅綴警袈賓繁
掘

⑥ 2004-330 光南町 2 蜃暮F梨習解髪屁翻 澤哉評整習暫署ぷ翁蜃室
内
売箸需豪督雲管蜃

発掘調査報

⑦ SH98-17 光南町 2 約49 喜諮伊幣瞥後只冥鷲精望昇圏鞘そ姿巖纂φ・
981D」 『財団法人人尾市文イ箭調査研究会報

① SH83-2 清水町 2 360
三舅

時代後期の掘立柱建物、古墳時代初頭の溝
嚢花議肇選耕死審泉g露

2静
謬震父硼 ざ

成法寺遺跡』財団法人八尾市

③ SH82-1 清水町 2 207 茶良時代の掘立柱建物 長屁昂勢選耕死審桑暑第
1鰺
評震棄焔≒翻 ざ

成法寺遺跡』財団法人人尾市

⑩ SH91-8 南本町 2 約350 奈良時代の溝 落ち込み 舒F尋面醤巽天追零隻花淳繁塞扉発醒
査(918)」「財団法人八尾市文化財調査研究会報告

① S■91-7 清水町 2 約690
磐律紀鉢節房鴻今塁勇

代の掘立柱建物 井戸、古
猛F最面桜賀丈Ё需隻花尋黎塞詠発蔭

査(947)」 「財団法人八尾市文化財調査研究会報告

⑫ SH83-3 清水町 2
嚇拿堂養、?ど慧ピ整

井戸、奈良時代 の掘立柱建
亮花議勢選器葉甕象暮亀

3漆
評含棄史遂旱翻

成法寺遺跡』財団法人八尾市

○ 211114-448 陽光園 1 竪暮戸天留辮髪|ど翻 よ
2期

播翌暫響ポ今蜃翼
内
央曽髯薮馨髪資蜃

発掘調査報

⑭ 21X17-130 明美町 1 塞曇餅 晋亀畢誌j醒崇躍墨騒讐テ甲護密翠渥番娑鵜銑昌異
内
夫窪需薮警婆賓碁

発掘調

○ 2007-131 明美町 1 雲無省劃投暴琵だ謬晩彊輩警s汗〒βf評理製孝騒昌巽内夫催需薮警婆賓蜃発掘調

① 951調査 南本町 1 240
吾二窯色邑

土坑、奈良時代の自然河川 (墨書人
婆サ甜́ 契醍再象暮豪貰惹

2節 平成7年度調査の概要」F東 郷 成法寺遺跡発掘調査概

⑦ 2007-32 南本町 ] 6 鎌倉時代の溝 塞象鞘 呼醜畢缶づ醒築躍墨蹟讐〒ゝ写寵懲誓菖旨選藉街量翼
内夫性需義警撃賓碁

発掘調

〇 1994年 度 南本町 ] 平安後期～鎌倉時代の建物 井戸 溝 土坑
柔隈府毅響婆露

章 ―第 1節 A地区 (成法寺遺跡 )」『東郷 成法寺遺跡発掘調査概要 Ⅷ』

① 」HC93-2 南本町 1 中世の溝 土坑 ど叉鷺需響紫詳守手雷弄是及か資電尋驚票貯智手蹄 美舞壇薪税景砕完震房察警嚢壇饗
⑩ JHC93-1 南本町 1 中世の井戸 溝 土坑 ど叉慮弓;響緊訴守手盲屏逸及渉庸 繁残謝f智ギ暫聯嘉晏美蘇 二p癸綬評豪警票貴饗
⑪ 90-356 南本町 1 約168 墓7昇欠逮需髪砲翻 よ

90ギ
謡ざ摩臀」越熔晟事罠

文
鰍 暮嚢賢甕

掘調査報七

② 2007-268 南本町 1 6 25 鍋曇報昏響評天鷺希髪花鬱鍵こ轟墾7α為翻瑠殴発紀瀑翼
内
天覧需薮警察賃蜃

発栃

○ 2032-266 南本町 1 9 雪讐含契習解髪1縁為罷基琴暫騒
2Ψ

露躍籟峰ぜ黙就曇室
内
糊 教警撃賓蜃

発掘調査報

② 21114-119 南本町 2 8 雪誓含災習需ガと期 む
20撃

哉I:¥詈暫署懇金曇菜
内芙瞥暑薮馨撃賓蜃

発掘調査報

⑮ SH2007-20 南本町 2 約22 中世の井戸 溝 選軒男碁響繋筆邑野笛蔵棄費蒼響姿冦鬱囀懸解菊饗
)」 F平成19年度(財)人尾市文化財訪

④ 2002-002 南本町 2 8 響暮』棄鵠隻屁醐 !瑠雇管港鶏餅雲築甲夫催幣薮馨襲賓蜃
発掘調査報

② 2007-137 南本町 3 8 鎌倉時代の溝 土坑 緊磐傘警響『天髭需勇顔掲義藝農路▼
0筆
講 離 鶏傷巨異

内
夫窪需要警撃賓蜃

鞠

④ SH95-15 南本町 3 中世の井戸 土坑 溝 喜銘含酔智懸天入鷹幣蓑罷酔纂馨浄露宴
SH95 15)J『財団法人八尾市文化財調査研究会報

⑩ SH94-13 南本町 3 約210 中世の井戸 土坑 溝 薯銘含酵旨渋ズ丈麿幣喪花財籍選冷葵罫
SH94 13)」『財団法人八尾市文化財調査研究会報

⑩ SH90-6 南本町 4 中世の堀 屋早長卍浮鉛送纂晃蜃祭暮盗
調
拿訴喜チ誤営鳥弩隠 ざ

成法寺遺跡』財団法人八

① 府教委 6次 南本町 1 約400 中世の井戸 土坑
属象暮要貞雲

川寿勝 1992『成法寺遺跡発掘調査概要 Ⅵ一人尾市南本町 1丁 目所在刊 大阪

府教委 1次 南本町 1 中世の生産域、古墳時代初頭の墓域 嶋村友子1986「成法寺遺跡発掘調査概要 I― 八尾市南本町所在―J大阪府教育委員会

〇 府教委 2次 南本町 1
窪嘗?藍牛重坑

古墳時代前期の掘立柱建物 竪穴 岩瀬 透19V「成法寺遺跡発掘調査概要 I― 八尾市南本町所在―』大阪府教育委員会

府教委 3次 「成法寺遺跡発掘調査概要 ⅢJ大阪府教育委員会

⑮ 府教委 4次 高美町 1
選1客啓疼民油雲簾

代 中期の竪穴住居 井戸 亀島重則1990「成法寺遺跡発掘調査概要 V』 大阪府教育委員会

〇 92-561 高美町 1 16 24
漕

工 更運需髪屁露彎甚義違勢む9坪鵠躍 堅彗畢市寅蓬等薮誓婆墳繁発掘調査報告書

① 平成 4年度 南本町 1 古墳時代前期の溝 民超需冨禦計丁宇習芽窪麦訴天路冥裸計箋宇旨軍管鶉驚

'鵜

象蒜彗F棄緩謬衰警嚢貞饗
〇 府教委 5次 高美町 1 360

寿ぅ管簿藝
期の竪穴住居  井戸、弥生時代中期の 山上 弘1989「成法寺遺跡発掘調査概要 Ⅳ』大阪府教育委員会

〇 63-035 高美町 1 4 08 古墳時代前期の小穴 誓f僚寅逮解王屁脚 よ
6甥

鶏とと呼臀雹越余晟事禦
文
鞠 響峯質套

掘調査報告

⑩ SH88-4 南本町 1 540 古墳時代初頭の方形周溝墓 亮稚議発選器死察暴言露
4渉
訂奮宍硼 ざ

成法寺遺跡』財回法人人尾市

① 94-309 南本町 1 63
f』 戻淫需王屁翻 19坪解Y翠暫謬遥鶴昂事翼

文失驚語験暮察畳甕
掘調査報告書

⑫ SH〕馴Эl-18 高美町 1 約875 古墳時代前期の竪穴住居 溝 緊恋耕翻 眺諌焔駿鴨斃脇聟
」膵成13年度(財 )八尾市文イと財

○ 94-189 高美町 1 18 古墳時代前期の落ち込み (多量の古式土師器出土)
f』 戻選需王屁翻 鰐解Y聾贋』ぎ森昂事霙党燿訴駿暮雲昏会掘調査報告書
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番 号 調査名略号
所在地
(丁 目)

面積
(浦 )

主 な調査成果 文献

⑭ SH95-16 高美町 1 喜銘含酔醤態丈災産幣蓑罷議窮誓浄葵套
(Su9隣 16)」 『財団法人八尾市文化財調査研究会報

○ 98-502 高美町 1
中世の土坑 落ち込み状遺構、古墳時代初頭の小
穴 溝 馨Tテ欠習解髪れぎ繁聾摯暫騒

努
ギ髪YF暫』越余騒事霙

文大髯語嚢響祭費会
掘調査報告

⑬ 21X1586 高美町 1 9 薯讐含只竃幣髪|ど彗撃聾繋警路
20撃積彿挙覆暫署稲金曇室内天皆髯豪警纂蜃発掘調査報

⑦ SH93-11 高美町 1 約30 古墳時代前期の土坑 墓務言詐習警天災鷹幣蓑琵酔需懸浄発套
(S・9311)」「財回法人八尾市文化財調査研究会報

⑬ S19312 高美町 1 牙菫讐文筈重率奮星営箸竃諄属串鏡i展翁】掛農
墓

暮賜戸層智警天災産幣喪花摯義醤浄更套
6Ю子の」附団法人八ETI却圃査研究会報

⑩ SH94-14 高美町 2 124 震旱踊傷僑機ず要能藁嘉郊麟 昭懸蹴
弥生時代後期の滞 土坑

景F昂赳桜巽天避需隻花覇繁塞群発雲
査(9414)」 「財団法人八尾市文化財調査研究会報告

⑩ SH93-10 高美町 1 約50 鎌倉以降の耕作濤、古墳時代初頭の小穴 土坑 墓あi詐醤警天災蓬幣蓑罷鰺翁懸浄発套
(S19310)」 F財 団法人八尾市文化財調査研究会報

③ SH2003-19 高美町 2 票答会,評皆榎只災鷺壽異柁露錯甕評発娯
H200319)」「財団法人八尾市文化財調査研究会

⑫ ll198 5 高美町 3 約24 奈良時代後期～平安時代前期の自然河川 套義客む部犠課獣渡天χ尾譜 縛 籍 縛
伽 鋸う 」隣 団法人八尾市期 ヒ財調査研究

○ YH97-220 高美町 3 約205 古墳時代前期の上坑 亨「珍尾嬰器がを釘箭甕簸導踏(9卒践せ軍震奮差猪げ肇理
'コ

婆巽蕩皐亀辱箋甲調査報告書

◎ YH98-6 高美町 3 約23 中世の溝、奈良時代後期～平安時代前期の自然河
川、古墳時代後期の溝 ガヽ穴 土坑 緊鯉鰐天災遵譜門籍解套αH98 0」 附雌A/k跡却脚け調査研給報

〇 Ⅶ1986年 高美町 3 240 票詫8査曇議S'建鞘鱈斬オ藉絵厨
物祭鑑鶏錬雛孵解黎粂糊謹岬瞥躁纂却

譴絡書I』 パ

〇 W■2006-104 高美町 3 8 平安時代後期の小穴 天毘尋受紀露緊誓難 季響留盟華普暫聾零訊坪 与隈 讐
発掘調査報告書』

⑦ Ⅶ2004■54 高美町 3 1 44 躍市巽紀録弱馨義答爵跡辛隅徳輝窪冨露紡雫磯 繁翻譴報制

① YH63-253 高美町 4 鷺々需縫|?認義些慾ξH暮訥葎?置冒督瑞玩攣 脚 措署辱擢争
掘調査報告書I』

〇 YH91-189 高美町 3 中世の土坑 小穴、古墳時代初頭の上坑 刀ヽ穴 貞尾幕契ヱ:が許縛 摯鴇ぎど翌暫響ぽ余曇磐勺轟姿轟嘉皐轟皐筆掘調査報告書
I』

⑩ YH87-262 高美町 3 約28 古墳時代初頭の上坑 小穴 民電寄巽泥謗義基擢呼恥路認琶督畿勤暫著写辮 舞髪讐撃
掘調査報告書IJ

◎ W阻-1 高美町3 善
=痣

餐3謬I螢、醐 犠「 留著諄
代初頭の溝

昼F昂尉淫実丈逸市委花癖鉛馨聯鍔ぽ聯響2;人縁盲接庚丈曽早期 聾
成元年度

⑫ YH89-039 高美町 3 8 夫毘需妻IB獣義些禁誓琴馳君呈茸撃置冒警瑞践箪 贈
掘調査報告書I』

〇 YH87-2 高美町 4

^展

簸傷縫響示天
=望
箋V増零ヨ簑牙‖1苦墓得度

初頭の上坑
害

uit修喬淫巽天逸市委花癖繁馨新努ぽ頸響ガ
八
辱盲接聯 斐紀酔翁警誘禿蕃

成元年度

① YH2004-85 高美町 4 4 曜令鞘解揺隷 辞 絲 鍋 鶏 坪 棚 繁
鞠船報掴

〇 翌■鶴-078 高美町 4 3 古墳時代前期の円形周溝墓 雅需鈴と解羅愁醐躙 鋼鶴擢蒙'麗聯解
師郵舘 I』

⑮ 142007-11〔 高美町 4 央逢常巽紀解畢馨轡 野綴%イ罐 み躍鮮畠犀摯製解
掘調査報告劃

① YH90-201 高美町 4 約 6 夷毘需釧 籍麟 略 鋼 臨 協早 与部 羅 雪
掘調査報告書Щ

① V略併506 南本町 6 75 鎌倉時代以降の神社跡 祭答警マi98災墜幣灸花麟箸馨簸響仔辮 軍震含差鳥慨蔦薯摯踏
調査

〇 YH87-404 南本町 6 鎌倉時代以降の神社跡 祭暮警マ∫
∝
笑悟勇宅二花癖繁馨鋼争

8鰐
な歩軍震畿紡藝環印に

調査

⑩ YH2007 66 安中町 8 12 中世の自然河川 と耕作溝 蓉讐″絶解秘籍纂纂
2陥

糎鞠島ゴ攀戦騨盤 貴撃
翻榊

⑩ YH2003-270 高美町 6 戻整令斐紀舒弱懸黍客潟
跡
宰隅誌ィ陛目露驀読呼

T駅

櫂常窃縫曜搾姦纂
発掘調査報告書J

② YH2004-302 松山町 2 中世の自然河川I 長運旱裂稽義馨筆繁4望離整諮新製贈
発掘調査報告割

〇 V℃5739 松山町 2 魂畿|と評羅慰澤禅線催禦説讐粥繋斃攀繁嗣郵鵠 I』

② YH2007-139 松山町 2 2 25 中世の自然河川 と耕作溝 暮讐伊丈習等髪祗跡錯塞纂銚;"Ψ審宴毎翼罷桑覇甘諜箋畢
市史撃発撃賓蜃

発掘調査報

〇 I190-302 高美町 6 糸,40 奈良時代の自然1可川 買尾裂稚ゴ島羞翼催易繁野%鏃鋼製 曙鶏警禁
翻郵鵠H

〇 Y贈7218 明美町 2 亨F堤需髪f鵬査錬暮繁°卒設を解能糊謀岬署繰纂響船始書

〇 YH2005-66 高美町 5 8 中世の自然河川と耕作濤 覇塁最響認∞ギ籠ジイビ暫讐�余曇磐舟轟攀毛鶏異鍵皐拿掘調査報告書J八
尾市文化財

〇 YH2CX16 188 安中町 8 叉竜籍斐†!露義逐恥娼長弄斬 忌看冨管畜嬬執坪 駅犯需窃縫醒韓毎野
発掘調査報告書』

⑩ YH90-72 安中町 8 2 買尾幕契雅ゴ島翻 堅響罷禦畿糊謹鞠野蝶纂却雄辮書工』

⑩ YH95-313 南本町 3 8 鎌倉時代の上坑、平安時代の上坑 夷毘誇爵隣義塞籍 嘲 協嘗翼
'唄
樫鴇蕩曜岳攀擢争掘調査報告書刺

◎ h4195-3 南本町 8 約285 鎌倉時代の掘立柱建物 井戸 土坑、平安時代初
頭の耕作溝 水路 霞理貞天習蹄王椎金繁磐群楽響

次調査)」 「財団法人人尾市文化財調査研究会報告81』 財

⑫ YH96-4 南本町 8 約2お 縫翁護分騨濡窪響幸婁繕惚蔀姦房鼻吉Ⅲ繕警ε簾目巖貞え置器王泄参第選聯楽套
4次調査)」 「財田法人八尾市文化財調査研究会報告81』 財

〇 RK90‐ 1 陽光園 2 鎌倉時代～室町時代の溝 (呪付木簡出土) 駆款部錦翻 撃魯ちど
」
解巻屍ユ歩醍禁疑顕彪降箋籍発会

平成元年劇財

◎ RK93-3 陽光園 2 約170 平安時代後期～室町時代の井戸 土坑 小穴 溝 ¥話 淫穎 詳 読 縣 勧 馨
はЮ許 3刈 附 唯 息 跡 期 ヒ爛 劉 給 帖

〇 磁90-] 陽光図 2 200 室町時代の溝 き屡兵天躙 綿 翻 難 珊 留醐 賂翻 会
平成元硼 財

SH・ 」HG:成法寺追跡 YH:矢 作遺跡 RK:竜 華寺跡、府教委 :大阪府教育委員会

-6-



●居住域 ★墓域 ▼生産域 ◎河川(自然堤防を形成し―ている)  河川①、とと:河川②の範囲を表す

第2図 調査地周辺の既往の調査成果(S-1/15000)
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第 2章 調査の方法と経過

今回の調査は、市営住宅建替えに伴って行われたもので、建物本体の基礎部分に2箇所、浄化

水槽設置部分に 1箇所の合計 3箇所に調査区を設定し、調査を行った。調査地総面積は約1104∬

である。

調査区は、建物本体部の北西側から順に「 1・ 2区」、南隅の浄化水槽設置部を「 3区」と呼

称した。なお、 1・ 2区については、既往建物の基礎杭や、これらの解体作業により攪拌されて

おり、 1区は北東側一帯、2区は南隅の大部分が攪乱であった。ただし一部、破壊の及ばない箇

所が残ることから、攪乱部分も慎重に調査を行った。

各調査区の平面形状と規模は、 1区は北西―南東方向に長辺をもつ長方形を呈し、北西部と南

東部の2箇所に突出部がある。面積は約487ど を波1る 。 2区は北西―南東方向に長辺をもつ長方

形を呈し、北東部と南東部の2箇所に突出部がある。なお、調査設計当初、南西部に一箇所 1×

2mを測る突出部を設定していたが、既往建物による破壊が想定できたので、市教委との協議の

上、調査は行わなかった。面積は約513だ を測る。 3区は北西―南東方向に長辺をもつ長方形を

呈し、面積は約103∬ を測る。

地区割については、調査地の中央北寄りに、国土座標第Ⅵ系 (世界測地系)の通る基準点 (X=―

153.400、 Y=-36.300)を 基点とし、地区名を東西方向はアルファベット(西から△～」)、 南北方

向は算用数字 (北から1～ 10)で示し、地区の表示は lA～ 10J地区と呼称した。

掘削は、重機による機械掘削と、人力掘削によって行った。現地表 (T,P,+10.8m)下 0.8～ 1.2

■ 下層確認調査箇所

第3図 調査区配置図(S=1/1000)
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写真 1 調査前状況 (南東から) 写真2 1区機械掘削状況 (西 から)

m前後を機械掘削、以下のO.2～ 1.2m前後までを人力掘削 した。平面調査終了後、各調査区内に

おいて 1～ 3箇所 (約 2.5m四方)を 、深さ約1.Omま で機械 と人力掘削を併用 して下層確認調査を

行った。 l区については、旧耕作土層を除去する程度で、機械掘削を終了し、人力掘削により慎

重に調査を進めた結果、さらに下層部が機械掘削可能であることが半J明 した為、 2・ 3区ではさ

らに深 くまで機械掘削を行った。

調査は、2007年 12月 11日 に着手 し、 1区から開始 した。 1区は2008年 1月 21日 に下層確認調査

を終了し、埋め戻 しを開始。 1区埋め戻 し終了後の 2月 25日 より、 2区の調査を開始 した。 3区

については、 2区の進歩状況に合わせて、 2月 6日 より並行 して調査を行った。 2区は 2月 21日

に下層確認調査を終了し、埋め戻 しを開始。 3区は2月 28日 に下層確認調査を終了し、 2月 29日

をもって全ての調査を完了した。

遺構面は、調査の結果、 1区では第 1面で近世以降、第 2面で近世、第 3面で中世以降、第 4

面で中世及び古代の遺構群を検出した。 2区では第 1面で近世以降、第 2面で近世、第 3面で中

世以降の遺構群を検出した。 3区では第 1面で近世以降、第 2面で中世以降、第 3面で中世の遺

構群を検出した。

遺構番号は調査区ごとに付け、前一桁で調査区、次の一桁で遺構面、ただし1区第 4面に関し

ては調査の都合上さらに2面 (4・ 5)に 細分、後二桁で通 し番号を示す。遺構名は「遺構番号」

+「遺構略号」で表示 した。なお、今回の調査地が中世～近世の生産域が重層的に続 く地域であ

り、広 く下層部の削平が及ぶことから、同一検出面上で、時期の異なる遺構が多数混在 していた。

この為、整理作業時に再度、遺構埋土及び出土遺物の特徴 より、遺構時期の整理を行った。
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第 3章 調査概要

第 1節 基本層序

今回の調査地は、近世以降の耕作や旧市営住宅建物の建築・解体等によって、調査地全体の地

層は広い範囲で削平及び攪拌されていた。当調査で確認できた現地表下2.5mの うち、現地表下1.0

～1.4mま では近世以降に堆積 した土層が占め、中世～古代の包含層は層厚0。 1～0.2m前後であっ

た。

1～ 3区について比較したところ、 1区に比べて 2・ 3区の中世～古代に相当する堆積層や遺

構の残存状況が希薄であった。おそらく、調査地西地点 (1区南西端)と 調査地東地点(2区南東端)

の中世堆積層 (第 5層 )上面の高低差が約0。 3mに及ぶことから、標高地の高い南東側の調査区

(2・ 3区)で特に、近世以降の土地利用による削平が顕者に表れているものと言える。以下、各

層の特徴を記す。

第 0層 :既往建物の建築・解体に伴う盛土・攪乱層。解体に伴う攪乱層は、 1区では北東側一帯

に集中する。浅い部分ではベース面の第7b層上面で収東するが、調査区中央部を南―

北に並列する既往建物の基礎杭や北端の旧防火水槽部の破壊深度は深 く、第7b層にま

で達する。2区南東隅でも既往建物の基礎杭が東―西に並列し、破壊深度は第7b層ま

で達する。

第 1層 :旧耕作土層。旧市営住宅建築 (昭和40年代)直前の堆積。上部が旧市営住宅建築時の整地

土に覆われていた為、畦畔の痕跡が顕著に残る。当該層の堆積は、調査地全体に認めら

れた。層厚0.04～ 0。 2mを測る。土質は黒色粗砂混中～細砂に径0.5cm大の礫が多量に混

じる。調査地一帯は広く耕作地として利用されていた。

第2層 :近世以降耕作土層。土質は灰色細礫～シル トに径0.5～ 1.Ocm大の礫が少量混じる。当該

層上面と下面で近世以降の耕作溝を多数検出した。

第3a層 :近世耕作土層。土質は灰色礫混中砂である。 2・ 3区に堆積が見られることから、調

査地の東側を中心に近世耕作地が広がっていたものと推察できる。島畠間を埋めるよ

うに堆積しており、水田などの耕作地として利用されていたものと考えられる。

第3b層 :島畠埋没時の氾濫堆積土層。土質はにぶい黄色粗礫～中砂に、灰色シルトを巻き上げ

る。 l区の北半部では、層厚0.5mに及び、さらに2層に細分できる。上部は葉理が

見られない堆積層であるが、下部は水平方向の葉理が顕著に見られる堆積層であつた。

以上のことから、少なくとも2度の洪水によって堆積 したものと推測できる。当該層

の堆積は、前述した 1区北半部で顕者に見られ、2区や 3区では島畠間に薄く堆積す

るに留まる。以上のことから、 1区北半周辺を中心に流路の氾濫が生じたものと推測

できる。

第 4層 :島畠造成土層。土質は灰オリーブ色粗砂混中～細砂に浅黄色中～細砂が混じる。各調査

区で堆積が見られ、調査地全体に島畠が広がっていたことが推測できる。

第 5層 :水田耕作土層①。土質は灰色中砂混細砂～シルトに灰オリーブ色中～細砂が斑点状に混

じる。各調査区で堆積が見られ、調査地全体に耕作地が広がっていたことが推測できる。
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第 6層 :畦畔状の高まりを構築する土層。中世以降の土地利用によって削平され、 2区の一部で

のみ確認できた。

第7a層 :水田耕作土層②。土質は暗緑灰色粗砂混細砂～シル トである。当該層の堆積は 1区北

半のみで確認できたことから、地形的に下がっている土地を利用した水田であつたも

のと推測できる。

第7b層 :自 然堆積層。下層確認調査より層厚1.Om以上の堆積が確認できた。上質は緑灰色シ

ルトである。当該層の堆積は、調査地全域で確認できた。前章で述べた自然堤防が形

成された時期に相当する。時期は奈良時代以降に比定できる。当該層はT,P.+9.5m前

後に堆積しており、西側に若干下がっている。 1区中央部では、当該層上面で古代の

遺構 (1500香 台遺構)を検出したが、埋上の状況より、本来の遺構構築面は上層部であつ

たと推測できる。 1区東端では当該層上部に酸化鉄及び二酸化マンガン斑紋が顕著に

見られたことから、この箇所では、これらの遺構はなんらかの影響を受けている。な

お、今回の調査では当該層を母材とする土壌化層 (第 7a層 )の堆積は 1区西側のみで

確認できた。おそらく上層による攪拌が著しい為、削平されたものと考えられる。層

内より上師器奏(8世紀後半)が数点出上した。

第 2節 検出遺構 と出土遺物

(1)1区 (第 4～ 6図 )

9F～ 2J地区に位置し、東西43.33m× 南北10.49mを 測る長方形に、北壁面からのびる東西

1.4m× 南北4.4mを 測る突出部、東壁面からのびる東西6.6m×南北4.Omを 測る突出部を持つ調

査区を設定した。当調査区の面積は約487∬ を測る。

調査は、現地表面 (T,P.+10.7～■,Om)か ら約0,7～0,8mま で機械掘削し、人力掘削を約0.5～

0。 6m地点まで行った。なお、調査終了後、調査区東端部と西端部の2箇所で機械掘削により深

さ1.Om(T,P.+8.Om前 後)ま での下層部を確認した。

。第 1層出土遺物 (第 7図-1)

当該層中に包含する遺物の大半は、砕

片であった。図化 した 1は、第 1面遺構

検出時 (第 4図 -5。 6層掘削時)に 出土

した遺物であり、近世の桟瓦である。凹

面の両側縁に縦桟が見られる。瓦当面の

文様は、小型宝珠文を中心飾 りとする均

整唐草文が施される。

第7図 第1層出土遺物実測図(S=1/4)

・第 1面 (第 5図、図版―)

第 0層の盛土と第 1層の旧耕上を除去したところ、第 1層下面で近世以降の耕作溝群22条 (1101

～1122S D)、 土坑 3基 (1123～ 1125S K)を 検出した。現地表面下約1.Om(T,P,+10.Om)地 点に

広がる。調査区北半部では、後世の土地利用によって広 く破壊されており、遺構を検出すること
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はできなかった。南半部で検出された遺構は、調査区下面に拡がる島畠が、第 3b層によって埋

没 した後に構築されてから、旧市営住宅建築以前まで存続していたものと推測できる。遺構は、

埋上の特徴や遺構の切 り合い関係によって、少なくとも2時期に分類できる。当該面で検出され

た耕作溝・島畠は、「南北方向」のものは東に、「東西方向」のものは南に20° それぞれ傾きをもつ。

以下、当該面を「第 1面」と呼称し、各遺構の概要を述べ、その詳細な法量については表など

を参照されたい。

溝 (SD)
1101・ 1102S D(第 2表 )

調査区 lI地区で検出した耕作溝群である。ともに10GY4/1暗 オリーブ灰色細礫混粗～中砂の

単一層の埋土をもち、全て南北方向に並列する。遺物は各溝から瓦器・須恵器・土師器の砕片が

出土した。

1103～ 1106 S D(第 2表)

調査区10H・ Iと lI地区で検出した耕作溝群である。ともに10Y4/1灰色細礫～粗砂混中～細

砂の単一層の埋土をもち、全て東西方向に並列する。遺物は各溝から国産陶磁器・瓦質土器・土

師器 (悟鉢など)、 近世平瓦の砕片が出上した。当該溝群のうち1104・ 1106S Dが、1107S D埋没

後に構築されていることから、当該溝群の西側に並列する耕作溝群より新しい時期に相当するこ

とが推察できる。

1107～ 1110S D(第 2表)

調査区10H地区で検出した耕作溝群である。ともに5Y5/1灰色細礫～粗砂混中砂の単一層の埋

上をもち、全て南北方向に並列する。遺物は各溝から土師器の砕片が出土した。

1111～ 1115S D(第 2表)

調査区10G o H地区で検出した耕作溝群である。ともに5Y4/1灰色細礫混粗～中砂の単一層の

埋土をもち、全て東西方向に並列する。遺物は各溝から瓦質土器・土師器の砕片が出上した。

1116～ 1122S D(第 2表)

調査区10F'G地 区で検出した耕作溝群である。ともに5Y5/1灰色中砂混細砂～シル トの単一

層の埋土をもち、全て東西方向に並列する。遺物は各溝から土師器の砕片が出土した。

第2表  1区第1面耕作溝 (SD)法量表

*表記の数値は最大値

遺構名 地 区 長 さ (m) 幅 (m) 深さ(cm) 遺構名 地 区 長さ(m) 幅 (m) 深 さ(cm)

1101 SD (1.43) 0.24 8.2 SD 10G 1.62 0.24 3.9

1102 S D (1.38) 0.23 ク SD (1,72) 0.45 3.8

1103 S D 10H・ I、 lI (8.72) 0,38 10.0 1114 SD (0.98) 0,48 6.9

1104 S D ク 10.65 0.32 ９

留 SD 0.94 0.20 8.2

1105 S D 2.52 0.26 11,3 SD 10F・ G 1,10 0.25 8,1

1106 S D lH・ I、 10H 11.35 0.38 10.7 SD 1.40 7.2
ｎ
ｖ SD 10H (3.00) 0.57 16.2 SD (1.22) 0.20 6.5

1103 S D (2.15) 0.52 16.5 SD // 1.58 0,18 5.8

1109 S D (2,10) 0.22 11.3 1120 S D 10F 0.28 5.6

1110 SD (2.77) 0,30 18.0 1121 S D 10F・ G 1.65 0.20 4.2

SD 10G・ H (1.55) 0.68 9,0 1122 S D ク 1.90 0.10 8.2

*( )内 数値は検出長及び検出幅
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土坑(SK)
1123～ 1125S K(第 3表 )

調査区10F地区で検出した。埋土は前述の

1116～ 1122S D埋土と類似しており、同一時期

の遺構であったものと推測できる。遺物は各土

坑から土師器の砕片が出土した。

第 3表  1区第 1面上坑 (SK)法量表

遺構名 地 区 平面形 径 (cm) 深さ (cm)

1123 S K 10F 58× (13) 14.0

1124 S K 楕円形 130× 53 10.0

1125 S K 60× (42) 6.2

*( )内 数値は検出径 *表記の数値は最大値

・第 2面 (第 5図、図版二)

第 2層の近世以降の耕作土と、第 3b層の氾濫堆積土を全て除去したところ、第 4層上面で近

世の島畠(1207・ 1209・ 1213・ 1214島 畠)、 耕作溝群 7条 (1201～ 1206。 1208S D)、 畦畔 (1210・

1211畦畔)、 杭跡20基 (1212S P①～⑩)を 検出した。現地表面下約1.lm(To P,+9.9m)地 点に広が

る。当該面で検出された島畠・耕作溝・畦畔は、「南北方向」のものは東に、「東西方向」のもの

は南20° それぞれ傾きをもつ。当該遺構面は調査区北東半部を中心に以前として後世の攪乱がお

よび、島畠造成上及び畦畔が一部削平される。

以下、当該面を「第2面」と呼称 し、各遺構の概要を述べ、その詳細な法量については表など

を参照されたい。

溝 (SD)
1201～ 1206S D(第 4表 )

調査区 1・ 10J地区で検出した耕作溝群であ

る。1201 S Dは 2.5GY5/1オ リーブ灰色中礫混粗

～細砂、1202～ 1206S Dは 2.5Y4/1オ リーブ灰

色細礫混中～細砂に10GY4/1暗緑灰色シル トが

ブロック状に混 じる単一層の埋上をもち、全て

南北方向に並列する。埋上の特徴 な どか ら、

第 4表  1区第2面清 (SD)法量表

遺構名 地 区 長 さ(m) 幅 (m) 深 さ(cm)

1201 S D (2.70) 0.70 8.3

1202 S D (1.50) 0,30 8.2

1203 S D (1.20) 0.30 4.5

1204 S D ク (2.70) 0.70 5.3

1205 S D 1 ・ 10T (4.10) 0,70 9.3

1206 S D 10J (2.30) 0.30 11.10

1208 S D 1・ 101 (9.25) 0.80 15.5

1201 S Dが若 千新 しい時期 の遺構 で あ る こ とが  *()内 数値は検出長及つド検出幅  *表 記の数値とま最大値

推定できる。遺物は各溝から瓦器・土師器などの砕片が微量に出上した。

1208S D(第 4表 )

調査区 1・ 101地 区で検出した。当該溝は第 4図-13層 を除去 したところ最下部で検出した。

南北方向にのび、13層 をベースとして、これに5Y6/3オ リーブ責色細砂が混 じる単一層の埋土を

もつ。つ,水路の役割を持つ溝である可能性が高く、13層堆積時に埋没 したものと考えられる。遺

物は、瓦質土器 。須恵器・土師器の羽釜などの砕片が微量に出土した。

島畠(島畠)

1207島畠(写真 3)

調査区 lH・ 」と101・ J地区で検出した。南北方向にのびる。当該島畠造成上の上部にあた

る部分は、後世の耕作地などの土地利用により削平及び攪拌されており、本来の規模は不明であ

る。唯一、残存する造成上1207-① を観察した結果、氾濫堆積物の堆積はなく、人為的な攪拌の
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痕跡が顕著に見られることから、水田耕作上で

あると推察できる。遺物は中世の平瓦・瓦器・

須恵器・土師器の砕片を包含する。

1209島畠 (写真 4)

調査区 lH・ Iと 101・ 」地区で検出した。

南北方向ものびる。当該島畠造成上の上部は、

後世の耕作地などの土地利用により攪拌されて

お り、本来の規模は不明である。残存する造成

上1209-① ～③を観察した結果、氾濫堆積物な

どによる堆積ではなく、人為的な攪拌の痕跡が

顕著に見られることから、水田耕作土であると

推察できる。遺物は、1209-① は国産陶磁器 。

瓦器・土師器の指鉢などの砕片、②・③は国産

陶磁器・中世の瓦・土師器・須恵器などの砕片

を包含する。

以上より、残存する3層の造成上は、近世以

降に堆積 したもので、時期差はほとんどないも

のと考えられる。また、土質の特徴や堆積の標

高値などから1209-② と1207-① は同一層である

可能性が高いと考えられる。

1213島畠(第 8図 -2、 写真 5)

調査区 lH・ Iと 10H・ I地区で検出した。

南北方向にのびる。残存する造成±1213-① ～

③を観察 した結果、氾濫堆積物の堆積はなく、

人為的な攪拌の痕跡が顕著に見られることか

ら、水田耕作上であると推察できる。1213-①

上面では径10cm前後の杭跡 (1210S P①～⑩)が

20個検出した。また周辺では、2の宋銭 (「祥

符元賓」推定)も 出土した。遺物は1213-① は

国産陶器・青磁・瓦質土器・須恵器・土師器の

砕片、1213-② は青磁・瓦・瓦質土器・須恵器・

土師器の砕片、1213-③ は平瓦・瓦器・土師器

(皿 など)の砕片を包含する。

1214島畠(第 8図-3、 写真 6)

調査区lH・ Iと 10H・ I地区で検出した。南北方向にのびる。残存する造成上1214-①～③

を観察した結果、氾濫堆積物の堆積でなく、人為的な攪拌の痕跡が顕著に見られた為、水田耕作

上であると推察できる。

遺物は、1214-① は青磁・土師器の砕片、1214-② は瓦器・土師器の砕片、1214-③ は土師器 。

写真 3 1207島 畠西肩部断面 (北から)

1209① :5Y5/2は 1ォ リーブ色細礫～粗砂混細砂(径～0 3cm大 の礫が少量湿じる)

,209 ② i5Y6/2オ リーブ色粗砂混じり粗砂混中～細砂に、5Y7/3浅 黄色中～細砂が混じる
1209③ :209②をベースに5Y7/3浅 黄魯粗砂が混じる

,210畦 畔 1 10GY4/1暗緑灰色細砂～シル トと、2 5GY5/1オ リーブ灰色粗～中砂が混 じる
(■師器斥含む )

写真 4 1209島 畠西肩部断面 (北から)

1213Ч⑦!5GY4/1晴オリーブ中礫混粗～細砂(少量の鉄分沈着)(炭 1ヒ 物を微量に含む)

1之 13Ч②:iOY4/1灰色粗砂混細砂～シルト(径～1 5cm大 の礫が少量混じる)(微量の鉄分沈着)

(■師器片含む)

1219③ 110Y5/1灰色中礫～粗砂混粘質シルト(■師器片含む)

写真 5 1213島 畠部断面 (北東から)
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須恵器の砕片を包含する。東肩肩部では、 3の

宋銭「明道元賓 (北宋1032年 )」 が出土 した。出

土状況から耕作時に混在したものと推測できる。

以上より、残存する 3層の造成土は、中世～

近世期に堆積 したものと考えられる。また、土

質の特徴や堆積の標高値などから1213-①～③

と1214①～③はそれぞれ同一層である可能性

が高いと考えられる。

畦畔 (畦畔)

1210畦畔 (第 5表、写真 4)

調査区 1・ 10H地区で検出した。島畠と同様

に、南北方向にのびる。当該畦畔は氾濫堆積物

の第 4図-5。 6層 を全て除去 したところ検出

できた遺構であり、1209島畠造成時、もしくは

造成後に構築されたものと推察できる。当該畦

畔造成上を観察 した結果、単一層で構築され、

遺物は陶器 (人形)。 瓦器・土師器 (羽釜など)や

5GY4/1暗 オリーブ中礫混粗～細砂 (少二の鉄分沈着)(炭 化物を微量に含む)

10Y4/1灰 色粗砂混組砂～シル ト(径～1 5cm大 の礫が少量混じる)(徽量の鉄分沈着)

(■師器片含む)

10Y5/1灰 色中礫～粗砂混粘質ンルト(■師器片含む)

写真 6 1214島 畠部断面 (北東から)

Ｏ
Ю
　
Ю

12

「
旧

旧

旧

Ⅱ

ｃｍ

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｏ

２
＝

　

　

＝

第8図 第2面出土遺物実測図(S=1/1)

獣骨などの砕片を包含する。近世以降に造成されたものと推察できる。

1211畦畔 (第 5表 )

調査区10H地区で検出した。南北方向にのびる。1210畦畔同様に、氾濫堆積物を全て除去 した

ところ検出できた遺構であるが、やや削平されてお り、全形は確認できなかった。造成土は1210

畦畔と同様の特徴をもつことから、同時期の畦畔であると推察できる。遺物は出土 しなかった。

第5表 刊区第2面島畠・畦畔法量表

*( )内数値は検出長及び検出幅 *表記の数値は最大値

/1ヽ穴(SP)
1212S P①～⑩

調査区10G地区で検出した杭跡群で、20イ固検出した。平面形態は全て円形であり、直径0.lm

前後を測る。護岸等の役割を持つ杭跡である可能性が高い。氾濫堆積物の第4図 14・ 15層 によっ

て一気に埋没したものと考えられる。遺物は出土しなかった。

。第 4層出土遺物 (第 9図-4)

当該層中に包含する遺物の大半は砕片であった。図化 した 4は第 3面遺構掘削時 (1214島 畠造

遺構名 地 区 長 さ (m) 幅(m) 葛さ(cm) 遺構名 地 区 長さ(m) 幅 (m) 高 さ (cm)

1207島 畠
lI・ J、 10

1。 J
(2,70) 0.70 つ

０
０
０ 1214島 畠

lH・ I、 10
H・ I

(2.70) 0,70 5。 3

1209島 畠
lH・ I、 10

H・ I
(1.50) 0.30 8,2 1210畦畔 1・ 10H (4.10) 0.70 9,3

島畠 (1.20) 0,30 4.5 1211畦畔 10H (2.30) 0.30 11.10
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成上を掘削時)に 出上 したサヌカイ ト製の剥片

である。重さ12.75gを測る。 a面は端部に微

細な剥離痕が見られ、 b面の打面は単剥離打面

である。端部や調整が非常に摩滅 してお り、ロー

リングを受けたものと考えられる。

・第 3面 (第 6図、写真 7、 図版二)

第 4層の島畠構築土を全て除去 したところ、

第 4層下面と第 5層上面で、中世以降の耕作溝

13条 (1301。 1305～ 1316S D)、 土坑 5基 (1302

～1304・ 1319・ 1320S K)、  /Jヽ 穴 2個 (1317。

1318S P)を 検出した。現地表面下約1.2～ 1.4

m(T.P.+9。 3～9.8m)地 点に広がる。当該遺構

面は調査区西半部においては畦畔などの痕跡は

残存 しなかったが、無数の耕作痕跡及び足跡が

認められたことから、水田跡である可能性 も考

えられる。当該面で検出された耕作溝は、「南

北方向」のものは東に、「東西方向」のものは

南に20° それぞれ傾きをもつ。

以下、当該面を「第 3面」と呼称 し、各遺構

の概要を述べ、その詳細な法量については表な

どを参照されたい。

溝 (SD)
1301・ 1305～ 1316S D(第 6表 )

調査区 lJ地区で検出した耕作溝群である。

ともに10Y5/1灰色中砂混細砂～シル トに7.5Y6/2

灰オリーブ色中～細砂が斑点状に混 じる単一層

の埋土をもち、全て南北方向に並列する。遺物

は、各溝から瓦質土器 (悟鉢)・ 土師器等の砕片

が出上 した。

土坑 (SK)
1302～ 1304S K(第 6表 )

調査区 lJ地区で検出した耕作関連の痕跡で

ある。ともに10Y5/1灰色中砂混細砂～シル トに

7.5Y6/2灰 オリーブ色中～細砂が斑点状に混 じ

る単一層の埋土をもつ。遺物は出土 しなかった。

0       3 cln

―
第9図 第4層 出土遺物実測図(S=2/3)

*( )内数値は検出長及び検出幅及び検出径
*表記の数値は最大値

齢
鞄

写真7 耕作痕跡及び足跡検出状況 (北東から)

第6表  1区第3面耕作溝 (SD)。 土坑 (SK)法量表

遺構名 地 区 長 さ (m) 幅 (m) 深 さ (cm)

1301 S D lJ (2.57) 0.20 2.8

1305 S D (2.58) 0.67 2.0

1306 S D (2.72) 0.83 2.2

1307 S D ク (2.44) 0.52 1.9

1308 S D 2.18 0.24 3.3

1309 S D (2.33) 0.23 1.1

1310 S D (2.31) 0.28 3.1

SD (1.28) 0.18 つ
つ

SD // 1.19 0。 18 2.4

1313 S D (1.07) 0,12 2.5

1314 SD 1.52 0.20 7.0

SD 0.97 0.14 24

SD 0.84 0.21 5.6

遺構名 地 区 平面形 径 (cm) 深 さ(cm)

1302 S K 10T 楕円形 2.8Xl,7 5.6

1303 S K 不定形 2.2× 1,4 1,1

1304 S K 楕円形 1.2× 1.2 2.8
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1318S P
T P +9 70rn

1317S P

A

L「 +950mと
:IMI錆翌9尾銑留帥
75Y6/2オ リープ灰色中～細砂
が混じる

1319S K

雖1                     l16

1319s K i10Y4/1灰 色中砂混細砂

1320S K

T P +9 50rn

0            50cm

第10図 1317・ 1318S P、 1319,1320S K断 面図

1319S K(第 6・ 10図 )

調査区10H地区で検出した。単一層の埋土をもつ。遺物は出上 しなかった。

1320 S K(第 6・ 10図 )

調査区 lH地区で検出した。当該土坑は調査区南側から調査区外にさらに広がる遺構で規模は

不明である。遺物は出土 しなかった。

/Jヽ穴 (SP)
1317・ 1318S P(第 6・ 10図 )

調査区101地区で検出した。埋上を半裁掘削 したところ、柱の痕跡が一部見 られることから、

ともに杭跡の可能性が考えられる。遺物は出上 しなかった。

。第5層出土遺物 (第 11図-5～ 7)

当該層中に包含する遺物の大半は砕片であっ

た。図化 した5～ 7について記述したい。 5。

6は ともに第 5層掘削時 (1400呑台遺構検出時)

に出土した。 5は須恵器の片口鉢で、上下に拡

張する口縁端部をもつ。内外面に回転ナデの痕

跡が残る。時期は12世紀末～13世紀初頭に比定

できる。6は土師器の羽釜で、復元口径20.5cm、

残存器高4.Ocmを 測る。内湾する口縁部をもち、

時期は12世紀後半に比定できる。7は第 5層掘 第11図 第5層出土遺物実測図(S=1/4)

削時 (1500番 台遺構検出時)に 出土した土師器の甕である。出土地点が101地区であり、当該層中

の下部より出上したことから、後述する当該層下面 (第 4面)で検出した1509 S Dに伴う遺物の一

つであると推測できる。復元口径15,2cm、 残存器高7.2cmを測る。形態は、顎部に稜線が見られ、

口縁部は肥厚する。調整は、内面に横方向の板ナデが顕著に見られ、粘土紐接合のち指押さえの

痕跡が確認できる。時期は9世紀後半～10世紀初頭に比定できる。

0         20cm

―

1320S K t10Y71灰色細礫混細砂 (土師器皿片含む)(少量の鉄分沈着)
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・第 4面 (第 6図、図版三 。四)

第 5層の水田耕作土を除去 したところ、第 5層下面で調査区南半に水田跡、北半に集落跡を検

出した。ともに同一面で検出したが、遺構埋土の特徴や包含する遺物から、前者が平安時代後期、

後者が平安時代前期から中期に相当し、若干の時期差が生 じる。以下、後述する遺構の名称につ

いては、前者の水田跡関連遺構を1400番台、集落跡関連遺構を1500呑台で記 した。なお、水田面

については、耕作溝などは検出することができたが、明確に畦畔と判断できる高まりは確認する

ことができなかった。中世期 (1400番 台)の生産遺構によって広 く削平及び削平されて残存 しな

かつた可能性が高い。

1400番 台遺構 については、耕作溝群17条 (1401～ 1403・ 1408～ 1421 S D)、 小穴 3個 (1404～

1406 S K)、 井戸 1基 (1407S E)を検出 した。1500番台遺構 については、溝 4条 (1501～ 1503・

1509S D)、 土坑 4基 (1505～ 1508 S K)を 検出した。なお検出された耕作溝は、「南北方向」のも

のは東に、「東西方向」のものは南に20° それぞれ傾 きをもつ。

以下、当該面を「第 4面」と呼称 し、各遺構の概要を述べ、その詳細な法量については図面や

表などを参照されたい。

①1400番台遺構

溝(SD)
1401～ 1403。 1408～ 1421 S D(第 12図 10、 第 7表 )

揃怖糀蜘 影朝 。 cm

細砂が混ざる単一層の埋上、1408～ 1416S Dは

10Y5/1灰色粗砂混シル トに土師器片含む単一層

の埋土、1417S Dは 10Y6/1灰色中礫～粗砂 (径

～1.Ocm台の礫が少量混 じる)と 10Y5/1灰色中砂

混細砂が混 じる単一層の埋土、1418～ 1421 S D

は10Y5/1灰色中砂混細砂～シル トに7.5Y6/2灰

オリーブ色中～細砂が斑点状に混 じる単一層の

埋上をそれぞれもつ。全て南北方向に並列する。

遺物は、1401～ 1403 S Dか ら土師器などの砕片、

1408～ 1416S Dか ら土師器 (羽 釜など)の砕片、

1417～1421 S Dか ら瓦器・黒色土器 。土師器の

砕片が出上した。このうち1417S Dか ら出土し

た10を 図化した。10は土師器の小皿で、復元口

径8,7cm、 残存器高1.3cmを 測る。「て」の字状

口縁をもつ。時期は11世紀中頃に比定できる。

第12図  1406S K。 1407 S E。 1417 S D出土遺物実測図(S=1/4)

*( )内数値は検出長及び検出幅
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第 7表  1区第 4面耕作溝 (SD)法量表

遺構名 地 区 長 さ(m) 幅 (m) 深さ(cm)

1401 SD 10H (8.80) 0.55

1402 S D (8.80) 0.6 4.3

1403 S D ″ 4.20 0,3 4.2

1408 S D 9 ・10H
と10G (8.50) 0.52 8.5

1409 S D (1.54) 0,38 6.4

1410 SD 10G (4.75) 0.50 4.2

1411 SD 9・ 10G (3.27) 0.40 ０
じ

1412 SD 10G (1 92) 0.20 3.0

1413 S D (1.88) 0.20 一
イ

1414 S D (1.88) (0.34) 2.6

1415 S D 9G (2.82) 0.27 ９

留

1416 S D 9・ 10G (5,50) 0.40 47

1417 S D 10F (1.84) 0,73 7.8

1418 SD 9・ 10F ⑭.62) 0.30

1419 SD 1.80 0.28 2.6

1420 S D (2.74) 0.48 5,1

1421 SD 9F 1.50 0 22 1.ユ

*表記の数値は最大値



T P +9 50rn

1404S K

A         A'
TP+920m   

―

1405S K

B

1406 S K

C
1404～ 1406S K
10Y5/1灰 色細砂～シルトと、5GY6/1細 砂が混じる

o            50cm

第13図  1404～ 1406S K断 面図(S=1/20)

土坑(SK)
1404～ 1406S K(第 6。 12図-9、 第13図 )

調査区9'10H地区で検出した土坑である。ともに10Y5/1灰色細砂～シルトと5GY6/1オ リーブ

灰色細砂が混じる単一層の埋土をもち、南北方向に並列する。柱穴跡などの痕跡は見られず、詳

細は不明である。遺物は、1404・ 1405 S Kか らは出上しなかった。唯一、1406 S Kか ら9の上師

器小皿が出土した。9は復元口径8.8cm、 残存器高0。 7cmを測 り、「て」の字状口縁をもつ。時期

は11世紀中頃に比定できる。

井戸(SE)
1407 S E(第 12図-8、 第14図 )

調査区10H地区で検出した。平面形態は径1.4～ 1,45mのほぼ円形を呈し、深さ約1.3mを測る。

紫魯烏絲潔:声脇 係浄竹縁 ⑤
自然石を検出した。特に加工痕などは見られず、

用途は不明である。

当該遺構は、ベースが粘土層であり、検出時

より湧水が顕著であつた為、調査は困難を極め

た。掘 り方検出当初は井戸側の掘 り方を確認す

ることはできず、検出面がヘ ドロ状になった為、

掘 り方内部を約0.3m掘 り下げ精査を行った。

その結果、径0.68m前後の井戸側掘 り方が検出

された。さらに埋上の掘削を進めたが、湧水が

著しく、下層部の基盤層が河川堆積であった為、

崩壊の危険があり、人力による調査は遺構検出

面より1.3m(T,P,+8.3m)地 点で断念せざるを

得なかった。なお調査終了後に、機械掘削によっ

て、当該井戸底部の確認を試みたが、曲げ物を

3段有することを確認するに留まった。

遺物は、須恵器・土師器などの砕片が出上し、

唯一図化できたのは8の黒色土器椀であった。

8は復元口径15,8cm、 残存器高4.7cmを 測る。

＼

撫

プ

A'/

＼

o    50cm
中

A'

T P +8 00m

1 10Y4/1灰色細砂混シルト(少量の土師器片含む)

2 1CIY3/1オ リーブ黒色細砂混粘質シルト
3 7 5GY5/1緑灰色細砂に、75Y6/2灰オリーブ色細礫がブロック状に混じる
4 5GY5/1オ リーブ灰色細砂に、10GY5/1緑灰色粘質シルトがプロツク状に

多量に混じる
5 5GY5/1オ リープ灰色細砂に、10GY5/1緑灰色粘質シルトが欲量に混じる

第14図 1407S E平 面図・断面図(S=1/40)

翠

ム

こ
デ

~ミ

● ド

ー
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調整は、内外面に緻密なヘラミガキ調整が見られる。内外面全面を黒色に仕上げる。時期は10世

紀後半～■世紀前半に比定できる。

畦畔 (畦畔)

1423畦畔 (写真 8)

調査区10G地区で検出した。検出地点が1214

島畠造成地点と重複することから、当該畦畔箇

所に島畠を再度造成 したものと推察できる。調

査当時は当該遺構を認識できなかったが、整理

作業時に、調査区南壁断面図や平面遺構検出状

況図から、畦畔であると考えられた。検出規模

は北半一帯の攪乱により、大部分が削平されて

いる為、検出長は2,Om、 幅1.9mを測る。当該

遺構東側に隣接する1417 S Dは 当該遺構に機能

時に伴う排水路であった可能性 も考えられる。

②1500番台遺構 写真 8 1423畦 畔断面 (北西から)

溝 (SD)
1501～ 1503S D(第 16図 )

調査区 1・ 10」 地区で検出した溝群である。ともに幅0。 25m前後、検出深度0。 3mの比較的規

模が小さな溝で、単一層の埋土をもつ。方向に規則性がなく、役割は不明である。遺物は、1501

SDから土師器 (小皿など)の砕片、1503S Dか

ら土師器の砕片がそれぞれ出上 した。

1509 S D(第 15図、第17図 -12・ 13。 17)

調査区101と 1」 地区で検出した溝である。

幅0.55m前後、検出深度0.7mで単一層の埋土

をもつ。東を基点に、西方向と南西方向へ分岐

する溝である。遺構検出面がT.P.+9.52mに対

して、ほぼ完形の遺物がT,P,+9,53mを最頂点

として出上 したことから、本来の遺構面は若干

上部に存在 したものと推測できる。おそらく本

来の遺構面が後世の土地利用による攪拌及び削

平された為、上部で確認できなかったものと推

測できる。また、検出溝の幅が0.55mに対 して

検出深度が0,7m以下であることから、今回検

出した箇所は遺構最下部であった可能性が高

く、先端部分で収束 して検出された溝が、本来

は調査区外まで伸びていた可能性が極めて高い

1423①

∞
≡∞
Φ
∞
１
１１
≫

|     |
「

Rt tm      _

25Y5/2暗灰黄色シル トに、第7b層がブロック状に混じる

第15図  1509 S D土 器出土状況平面図・立面図 (S=1/20)
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1501 S D
A              A'

25Y5/2暗灰黄色シルトに、     一一
ベース層がプロック状に混じる

1505S K

1502 s D
B         B'

一

―

―

25Y5/2暗灰責色シル トに 一一
ベース層がプロック状に

混 じる

1503S D

虫 _マ 連
'_

25Y5/2暗灰黄色シルトに
ベース層がプロック状に
混じる

1504 S K

D

10Y4/1灰 色中砂混細砂
(徴量の鉄分沈着)
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SD出土遺物実測図(S=1/4)
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―

%

o            50cm

第16図  1501～ 1503S D、 1504～ 1506。 1511～ 1513S K断面図(S=1/20)

と考えられる。遺物は、土師器小皿 (12・ 13)、 土師器の甕 (17)が 出上した。12・ 13は共に「て」

の字状口縁をもち、復元口径12.8cm、 残存器高1.8cmを測る。12は 9世紀後半、13は 口縁部の屈

曲が顕者に見られることから、10世紀後半に比

定できる。17は 口径12,2cm、 高さ12.2cmを測る。

口縁部形態は、緩やかに外反した後短く立ち上

がり、端部に面をもつ。体部形態は球形を呈し、

上半部に最大径をもつ。調整は内面に横方向の

板ナデが顕著に見られ、粘土紐接合のち指押さ

えの痕跡が確認できる。時期は9世紀後半～10

世紀初頭に比定できる。以上より、当該溝の廃

絶期は10世紀後半に比定できる。

土坑(SK)
1504 S K(第 16図、第17図 -19)

調査区 lI地区で検出した。平面形態は瓢箪

型を呈 し、長径0,9m、 短径0.4m前後を測る。 第17図  1504。 1508S K、 1509
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遺物は土師器の砕片と土錘 (19)が 出上 した。19は管状土錘で、長さ4.2cm、 径1.5cm、 孔0.5cm、

重さ9.85gを測る。

1505～ 1507S K(第 16図 )

調査区10Jと 1'101地区で検出した。検出時は土坑として1505～ 1507S Kを 単独の遺構とし

て調査したが、埋土の特徴や遺構深度が全て0.lm前後と類似することから、同一の遺構であっ

た可能性が極めて高いと考えられる。

遺物は、1505S Kから土師器 1/1ヽ皿など)、 1506 S Kか ら土師器 (羽釜など)の砕片が出上した。

1508S K(第 17図 -11。 14～ 16。 18、 第18図 )

調査区 lI地区で検出した。北東―南西方

向に広がる楕円形を呈し、長径2.8m、短径1,9

m前後を測る。遺構検出面がT,P.+9,49m前

後に対して、ほぼ完形の遺物がT,P.+9.56m

を最頂点として検出したことから、本来の遺

構面はやや上部に存在 したものと推測でき

る。おそらく、本来の遺構面が後世の土地利

用による攪拌及び削平された為、上部で確認

できなかったものと推測できる。

遺物は土師器小皿 (11)、灰釉陶器の皿 (14)、

黒色土器 (15)、 羽釜 (16)、 土錘 (18)が出土し

た。11は 口径10,Ocm、 高さ1.6cmの 完形の小

皿で、「て」の字状口縁をもつ。時期は10世

紀中頃に比定できる。14は復元口径10,9cm、

器高2.lcmを 測る。全体の 3分の 1が残存す

る。灰釉は内外面上半部に施される。時期は 第18図 1508S K土器出土状況平面図図・立面図(S=1/20

10世紀前半 〔053窯式 (山下峰司1995)〕 に比定できる。15は復元口径16.Ocm、 残存器高4.lcmを

測る。調整は、内外面に緻密なヘラミガキ調整が見られ、さらに内面には暗文が見られる。内黒

仕上げである。 9世紀後半に比定できる。16は復元口径24.9cm、 残存器高5。 5cmを 測る。生駒山

西麓産。時期は9世紀後半～10世紀前半に比定できる。18は管状土錘で、長さ3.6cm、 径1.8cm、

子LO.6cm、 重さ10。 45gを測る。以上より、当該土坑の廃絶期は10世紀前半に比定できる。

寸
≡∞
Φ
∞
Ｉ
Ｈ
＞

し
◎

O__すコ_rttm l

T P +9 00m

25Y5/2暗灰責色シルトに、第7b層がブロック状に混じる

・第 7b層出土遺物 (第 19図 -20)

当該層中にはほとんど遺物が含まれていなかった。図

化 した20は 、第 4面精査時に当該層中から出土 した遺物

である。20は 口縁端部が上方に肥厚 し、端部に面をもつ

土師器の甕である。時期は8世紀後半に比定できる。

帥  あ

第19図 第7b層出土遺物実測図(S=1/4)

(2)2区 (第20・ 21図 )

2J～ 5B。 lA地区に位置し、東西13.2m× 南北36.8m前後を測る長方形に、北東端壁面か
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画
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第
第
第

10m

1 25Y3/1黒 褐色粗砂混細砂(径 ～0 5cm大 の礫が少量混じる)

2 75Y5/1灰 色粗砂混中～細砂(径 ～1 0Cm大 の礫が多量に混じる)

3 5Y6/2オ リーブ黄色細礫混中～細砂
4 5Y5/1灰 色粗砂混中～細砂に、10Y5/1灰 色細砂混シルトがブロック状に混じる
5 5Y5/2灰 オリーブ色細礫～粗砂混中～細砂(径 ～0 5cm大 の礫が多量に混じる)と 、10Y71灰色細砂混シルトが混じる
6 ①25GY4/1暗オリーブ灰色中砂混細砂に、5Y7/2灰 白色粗砂混細砂が混じる(径 ～0 5cm大 の礫が多量に混じる)

7 6‖⑦に、5Y7/2灰 白色細砂が、5cm角のプロツクで入る
3 10Y5/1灰 色粗砂混細砂に、5Y7/3浅 黄色中～細砂が斑点状に少量混じる(微量の上師器片・炭片含む)

9 5Y5/1灰色細礫～粗砂混中～細砂に、25Y6/4にぶい責色中～細砂が混じる(少量の土師器片含む)(径～0 5cm大 の礫が少量混じる)

10 10Y5/1灰 色粗砂混中～細砂と、26Y5/4黄褐色細礫混中砂が混じる(少量の上師器片含む)(径～0 5cm大 の礫が少量混じる)

11 75Y4/1灰 色細礫混中砂に、5GY5/1オ リーブ灰色シルトがブロック状に混じる(上 部に多量の鉄分沈着)

12 5Y5/1灰 色細礫混粗～中砂に、①5GY5/1オ リーブ灰色中砂混細砂～ンルトがプロック状に混じる(少量の鉄分沈着)

13 75Y5/1灰 色粗～中砂混細砂に、75Y6/1灰オリーブ色中礫～細礫混粗～中砂が混じる(径 ～1 5cm大 の礫が多量に混じる)

(少量の土師器片含む)

14 5GY5/1オ リーブ灰色中砂混細砂～シルト(少量の鉄分沈着)

15 5Y5/1灰 包粗砂混粘資シルトに、25Y7/2灰黄色細礫混粗～中砂が混じる
16 25Y7/3浅 黄色粗～中砂
17 25Y6/1費 灰色細砂～シルト(上部に鉄分目立つ)

18 ①25Y5/2暗灰責色中砂混細砂と、②25Y7/2灰黄色中～細砂が混じる(径 ～1 0cm大 の礫が少量混じる)

19 18Ч⑦に1餡②が入る
20 ①25Y6/2灰責色中砂混細砂に、1餡②細砂が斑点状に混じる(徽量の炭片含む)

21 2い⑦と18-①が混じる(少量の鉄分沈着)(微量の炭片含む)

22 17に 23-① を巻き上げる
23 ①75Y5/1灰色粗砂混細砂～シルトに、75Y7/1灰白色中砂が混じる(植物根痕が多量に見られる)

24 5GY5/1オ リーブ灰色中砂混細砂～シルトに、25Y6/1オ リーブ灰色中砂混粗～中砂が混じる(径 ～1 5cm大 の礫が多量に混じる)

(少量の上節器片を含む)

26 10Y6/1灰色中砂混細砂～シルト
26 25Y5/2暗灰黄色粗砂混中～細砂に、10YR5/4に ぶい責褐色細礫混中砂が混じる(径 ～1 0cm大 の礫が多量に混じる)

27 10YR4/3に ぶい黄褐色中砂混細砂～シルトに、25Y6/2灰黄色細砂～シルトが斑点状に微量に混じる
(微量の上師器片含む)(植物根痕が管状に多量に見られる)

28 25Y5/2暗灰責色中～細砂混細砂～シルトに、植物根痕状に25Y7/2灰黄色細砂が入る(少量の炭片)(微量の上師器片含む)

29 25Y6/1責灰色粗～中砂混細砂に、25Y7/3浅黄色細砂を巻き上げる
30 25Y5/3責褐色細砂(管 状に5Y7/1灰 白色細砂が多量に入る)

31 25Y4/2晴灰黄色粗～中砂と、25Y6/3にぶい黄色中～細砂の互層に、10YR4/2灰 黄褐色中～細礫がラミナ状に入る
32 25Y5/2暗灰責色シルトに、6Y7/2灰 白色細砂～シルトが植物根痕状に入る
33 10GY71晴緑灰色細砂～粘賢シルト
34 7 5GY5/1緑 灰色粗砂
35 75Y4/1灰色粗砂混細砂に、5Y7/2灰 白色中～細砂が入る
36 75Y71中砂混細砂～粘質シルトに、10Y5/1灰 色細礫混細砂が混じる
37 5Y5/2灰オリーブ色細礫混細砂に、5GY5/1オ リーブ灰色中～細砂がブロック状に混じる
38 2 5GY71オ リープ灰色粗砂混細砂に、5Y6/2灰 オリーブ色中～細砂が混じる(少量の鉄分沈者)(少量の上師器片含む)

39 6Y5/1灰色粗砂混中～細砂に、ベース層がブロック状に混じる(少量の鉄分沈着)

2区東・北壁断面図(S=垂直 :1/50、 水平 :1/300)第20図
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※遺構名のうちSDについては遺構略号省略

第21図  2区第 1～ 3面平面図(S=1/300)
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ら逆 L字状にのびる東西5.Om X南北7,Om、 幅1.8m前後を測る突出部、南よりの東壁面から長

方形にのびる東西4.8m× 南北1.6mを測る突出部を持つ調査区を設定した。当調査区の面積は約

513.04∬ を測る。調査当初の予定では、南よりの西壁面に2m四方の突出部が含まれていたが、

既往建物の基礎杭部分にあたる為、市教委と協議の上、調査は行わなかった。

調査は、現地表面 (To P。 +10.72～ 10.98m)か ら約1.lmま で機械掘削し、人力掘削を約0.4m地

点まで行った。なお、調査終了後、調査区南端部と中央部の2箇所で機械掘削により深さ1,lm

(To P。 +8,lm)ま での下層部を確認した。

。第 2層出土遺物 (第22図 -21・ 22)

当該層中に包含する遺物の大半は瓦器・土師器などの砕片で

あった。図化した21。 22は 、第 1面遺構検出時に出上した遺物で

ある。21は鉄製の釘で、残存長5。 2cm、 重さ7.2gを 測る。22は唐

津系陶器碗で、残存器高2.5cmを 測る。体部外面には灰釉が見ら

れる。時期は17世紀中～後半に比定できる。

o           10gn

第22図 第2層出土遺物実測図

(S=1/4)

。第 1面 (第21図、写真 9、 図版五)

第 0層の盛土と第 1層の旧耕作土、第2層の

近世以降の耕作土を除去したところ、第 2層下

面で近世以降の耕作溝群35条 (2101～ 2110、

2112～2115、 2117～ 2119、 2121～2138S D)、 島

畠(2111・ 2116島 畠)、 井戸 l基 (2120-① SE)、

小穴 l TEl(2120-② SP)、 土坑 1基 (2139 S K)

を検出した。現地表面下約1.2m(T,P,+9,7～ 9.8

m)地点に広がる。なお当該面で検出された耕

作溝は、「南北方向」のものは東に、「東西方向」

のものは南に20° それぞれ傾きをもつ。

調査区南半部では、後世の土地利用によって広 く破壊されており、部分的な遺構検出に留まっ

た。調査区北半では、幾度にも切 り合い関係の生じる耕作痕跡が検出された。また、中央から南

半部でも耕作痕跡が一部確認できた。耕作痕の希薄な箇所はおそらく島畠に利用されていたもの

推測できるが、顕著な痕跡は確認できなかった。当該面で検出された遺構は、埋土の特徴や遺構

の切 り合い関係によって、少なくとも2時期以上に分類できる。

なお、調査区中央部から南部では、地震の痕跡である噴砂を確認した。東西方向より南に20°

傾きをもち、顕著なもので長さ6.Om、 幅0.5mを 測る。第20図-13層上面及び層中から延びるこ

とから、この時期に起きた地震の痕跡と考えられる。

以下、当該面を「第 1面」と呼称し、各遺構の概要を述べ、その詳細な法量については表など

を参照されたい。

写真9 噴砂検出状況 (北西から)
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溝 (SD)
2101～ 2110S D(第 23図 27、 第 8表 )

調査区2」 地区で検出した耕作溝群である。ともに7.5Y5/1灰 色粗砂混中～細砂に5Y7/2灰 白色

中～細砂が波状に混 じる。なお径0.8cm大 の小石を少量含み、植物根痕が少量見 られる単一層の

埋土をもち、全て南北方向に並列する。

遺物は、各溝から瓦器・土師器 1/」 皿ヽなど)・ 瓦質土器 (指鉢など)の砕片が出上 した。このうち

2110S Dか ら出土 した27を 図化 した。27は 瓦質土器の風炉で、口縁部のみ残存する。復元口径

26.6cm、 残存器高3,6cmを 測る。口縁部形態は、短 く直立 してお り、口縁端部に面をもつ。外面

調整は、幅 2 cm前後のヘラ状工具による刻み目を縦方向に施 し、内面に鉄分の付着が見られる。

時期は15世紀前半に比定できる。

2112～ 2115S D(第 23図 28、 第 8表 )

調査区2」 ・A地区で検出した耕作溝群である。ともに2.5Y5/2暗灰責色中～細礫混中～細砂に

2.5Y7/6明黄褐色中礫混中砂が混 じる単一層の埋土をもち、全て東西方向に並列する。なお遺構の

切 り合い関係より、当該溝群埋没後に前述の2101～ 2110S Dが構築されていることが確認できた。

遺物は、各溝から瓦器・須恵器・土師器の砕片が出土 した。このうち2115S Dか ら出上 した28

を図化 した。28は瓦質土器の奈良火鉢で、底部の一部分が残存する。体部と脚部の境 目に削 り出

し突帯を巡らす。時期は13世紀後半～14世紀初頭に比定できる。

第8表 2区第1面耕作溝 (SD)法量法

一

24

ｎ日
日
‐‐
甲
２７

″F  帥
第23図  2110。 2115。 2118・ 2122～ 2124

遺構名 地 区 長 さ (m) 幅 (m) 深 さ (cm) 遺構名 地区 長 さ(m) 幅(m) 深 さ (cm)

01 SD 2T (0.65) 0.14 ９

々 2122 SD 4A・ B (5.85) 0.60 7,7
02 SD (1.60) 0.40 5.5 2123 S D 3T'A、 4A・ B (17.80) 0.80 8,9
03 SD (0.20) 0.22 6.0 SD 4A・ B (10.80) 0,70 14.5
04 SD (1.00) 0.14 つ

０

０

じ 2125 S D 4A (2.21) 0.30 5.8
05 S D (397) 0.20 SD (2.55) 4.4
06 SD (4.35) 0 44 59 2127 S D 1.20) 0.20 4.5
07 SD (6.72) 0.18 3.0 SD 4・ 5A 5. 10) 3.3

2108 S D (3.82) 0,42 2.5 SD 5A (0,72) 0.30 57
SD (6.58) 0.36 つ

つ
ガ
■ SD 1.03) 0,20 2.9

O SD (9,00) 0,98 5.9 SD ク ク
) 0.10 ９

〕

2 2 SD 2T・ A (7.32) 0.30 9.4 2132 S D 1.10) 0.20 3.2
SD (8.83) 4,0 SD // 2 87) 0.60 3,4
SD (9.82) 0.20 9.2 2134 S D 1.20) 0.40 3.5
SD (10.50) 0 30 50 2 35 SD 4・ 5A 2.51 0.20 1.8

SD 2・ 3A 3.58 0,35 41 2 36 SD 3.60 0,30 3.6
SD ９

留
・A、 3A (9,70) 0.80 9,7 2 37 SD 5B 1.95 0.20 25

SD (6.80) 1.12 8.2 2 38 SD 2.75) 0.50 6.8
SD 3丁 ・A (2.90) 0.40 *( )内数値は検出長及び検出幅  *表記の数値は最大値
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2117～ 2119S D(第23図-23・ 26、 第 8表 )

調査区2・ 3」 と2・ 3A地区で検出した耕作溝群である。なお遺構埋上の特徴や切り合い関

係より2118・ 2119S D埋没後に2117S Dが構築されていることが確認できた。2117S Dは7.5Y6/2

灰オリーブ色粗砂混中～細砂、2118・ 2119S Dは 7.5Y6/2灰 オリーブ色粗～中砂混細砂に、10Y5/1

灰色中砂混細砂～シル トが混 じる。なお径0,8cm大の礫が少量混 じる単一層の埋上をもつ。2117

SDは南北方向に伸び、これに直交するように2118。 2119S Dが並列する。当該溝群は前述の耕

作溝群より幅広であり畦畔脇の側溝の可能性も示唆できる。

遺物は、2118S Dか ら瓦器・瓦質土器 (羽釜など)・ 土師器 1/Jヽ皿など)、 2119S Dか ら土師器の

砕片が出上した。このうち2118S Dか ら出上した23と 26を 図化した。23は土師器の小皿で、口縁

部から底部まで残存する。復元口径8.9cm、 器高1.3cmを測る。時期は13世紀中頃に比定できる。

26は瓦質土器の小形の羽釜で、口縁部が残存する。復元口径15,4cm、 残存器高3.lcmを 測る。時

期は12世紀後半～13世紀前半に比定できる。

2122～ 2124 S D(第23図-25、 第 8表 )

調査区 3・ 4」 と3・ 4Aと 4B地区で検出した耕作溝群である。ともに5Y5/1灰色粗砂混細

砂～シル トと5Y6/1灰色粗～中砂が混じる。なお多量の鉄分が沈着する単一層の埋土をもち、全

て東西方向に並列する。

遺物は、各溝から国産陶磁器・瓦質土器・瓦器・瓦 。土師器 1/Jヽ 皿 。甑など)・ 須恵器の砕片が

出上した。このうち25を 図化した。25は土師器の小皿で、口縁部から底部まで残存する。復元口

径12.2cm、 器高1.3cmを測る。時期は13世紀中頃に比定できる。

2125～ 2138S D(第23図 24、 第 8表 )

調査区 4・ 5Aと 4・ 5B地区で検出した耕作溝群である。ともに10Y5/1灰色粗砂混細砂に径

0,3cm大の礫が少量混じる。少量の鉄分が沈着する単一層の埋上をもつ。全て東西方向に並列する。

遺物は、各溝から瓦器・須恵器・土師器 1/1ヽ皿・羽釜など)の砕片が出上した。このうち2135S

Dか ら出土した24を 図化した。24は 土師器の小皿で、口縁部が残存する。復元口径8.3cm、 残存

器高1,2cmを測る。口縁部は丸みを帯びており、内外面全体にナデ調整が見られる。時期は13世

紀後半に比定できる。

島畠(島畠)

2111島 畠(写真10)

調査区 lA地区で検出した。検出地点が面積の狭い突出部分であり、水ハケの悪い箇所であつ

た為、平面調査時には当該遺構を認識できなかった。その後、調査地点の北壁及び南壁断面精査

時に、東西方向に傾きをもつ島畠であると推察できた。推定できる法量は、長さ2.Om以上、幅0,9

m以上、残存高0.5m前後を測る。残存する造成上2111-①～③を観察した結果、氾濫堆積物の堆

積はなく、耕作による人為的な攪拌の痕跡や、植物根の痕跡が顕著に見られることから、水田耕

作上であると考えられる。遺物は、2111-③から土師器の砕片が出上した。

2116島 畠(写真11)

調査区2Jと 2。 3A地区で検出した。東西方向に傾きをもつ島畠であると推察できた。機械

掘削時に2116-①及び2116-②の大半を除去してしまったので、平面調査では当該遺構を認識でき
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冷「絲拶      ‐
・

=下
25Y5/2暗灰黄色粗砂混中砂に、1 0YR4/割こぷい黄褐色細砂が混じる 2116 ① i之 6Y6/2晴 灰黄色中砂混細砂と、25Y7/2灰 黄色中～細砂が混じる
(径～0 5cm大 の礫が多■に混ざる)なお25Y6/1黄灰色中礫～粗砂が波状に混じる
10YR4/3に ぶい黄褐色中砂混細砂～シルトに、25Y6/2灰黄色中砂混細砂が
植物根痕状に縦方向に無数に入る
25Y4/1オ リーブ灰色粗砂混細砂に、5Y6/2灰 オリーブ色中～細砂が混じる
(少量の鉄分沈着)(少 量の■師器片含む)な お25Y6/1黄灰色中礫～粗砂が波状に混 じる

写真10 2111島 畠北壁断面 (南から)

(径～i Ocm大 の礫が少量混 じる)

2116② :?116③ をベースに、2116-①がプロック状に入る(径～1 0cm大 の礫が多量に混じる)

(微量の炭片含む)

2116③ 12 5YO/2灰 黄色中砂混細砂に、26Y7/2灰黄色細砂が斑点状に混じる(徽量の炭片含む)

2208① :2 5YS/2暗灰黄色中～細砂混細砂～シルト(植物根痕が多数見られる)(少量の炭片含む)

2208② 125Y6/1黄灰色粗～中砂混細砂に、25Y7/3浅 黄色細砂(ベース層)を巻き上げる

写真11 2116島 畠・2208畦 畔断面 (西から)

ジガ 生

篭
~鷺

建選

多ゝ
=よ

うЭド
リも

なかった。調査地点の東壁断面状況より、推定できる法量は、長さ10.Om以上、幅2.Om前後、

残存高0.5m前後を沢1る 。残存する造成±2116-①～③を観察した結果、氾濫堆積物の堆積はなく、

人為的な攪拌の痕跡が顕著に見られることから、水田耕作上であると考えられる。2116-②は埋

上の特徴から、2116-③造成時に構築された遺構である可能性が高い。遺物は確認できなかった。

井戸 (SE)。 /1ヽ 穴 (SP)
2120-(DS E。 2120-② SP(第24図 )

調査区3」 。A地区で検出した。2120-①

SEの掘方の平面形態は径1.5m前後の隅丸

方形を呈 し、深さ約0.37mを測る。井戸側に

方形木枠をもつ。木枠の形態は、長辺1.25m、

短辺0。 9mを 測る周囲に板材 (a材 )を 並べ、

その内側にコの字状に組まれた板材 (b材 )を

組み合わせたものである。井戸枠の構築方法

は、組立て式 (鐘方正樹2003)で 、あらかじめ

「コ」の字状の作製 しておいた部材 (b材)と

a材をもち込んで井戸狽Jを 組立てる方法であ

る。埋上を観察 したところ、井戸側埋上にブ

ロック上が目立ち、人為的に埋没 したものと

推測できる。今回の調査で検出された方形木

枠は一段であったが、当初は上部にも続いて

おり、廃絶時に転用などによって抜 き取 られ

た可能性が考えられる。

また当該井戸の北隅には、径0.3m弱、深 第24図 2120-① SE、 2120-② SP平面図・断面図(S=1/40

さ0.4mを 測る円形の杭跡 (2120-② SP)が存在する。検出地点が近接することや、埋上が2120-

①SEの埋± 1と 類似することから、井戸に関連するものと推測できる。

ハ∀
＼
、 稔

ζ

A'

図
0     50cm

中

T P +9 50m
,予

1 7 5GY4/1暗緑灰色粘土ブロックと、5Y6/1灰色細礫～粗砂が混じる
2 10Y4/1灰 色細礫混中～細砂に、5Y6/2灰オリーブ色粗～中砂が混じる

(炭化木を含む)

3 10Y5/1灰 色細砂に、75Y5/2灰オリーブ色中～細礫がブロック状に混じる
4 10Y6/1灰 色中～細砂 (第 7b層 )に 、10Y8/1灰 白色中砂が混じる
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当該井戸及び杭跡から遺物は出上しなかったが、井戸の形態と埋上の特徴より、構築時期は中

世以降に比定でき、旧市営住宅建築直前まで使用されていたものと考えられる。

土坑 (SK)
2139S K(第 21。 25図 )

調査区 4・ 5A地区で検出した。当該土坑上

部は既往建物の解体に伴う掘削で破壊されてい

る。平面形態は長辺2.85m、 短辺1.7mの 楕円

形を呈 し、深さ1.Om以上を測る。 2層 に分層

でき、このうち埋± 1に は各層の土がブロック

角状に入っており、人為的に埋没したものと推

測できる。また、埋± 2の底部が湧水層に達す

ることから、かつては井戸であり、井戸側も存

在したものの、転用などによつて抜き取られた

可能性が考えられる。遺物は、須恵器の砕片が

出上したのみであった。

1 10Y6/1灰 色細砂に、75Y4/1灰色粘資シルトが
径1 5cm角 のブロックで混じる

2 75Y3/1オ リーブ黒色中砂混細砂

0          1m

第25図 2139S K断 面図(S=1/40)

T P +9 00rn

T P +8 00rn

。第 2面 (第21図、図版五)

第3a層の近世以降の耕作土と、第3b層の氾濫堆積土を全て除去したところ、第 4・ 5層上

面で、近世の溝 (2201～ 2204 S D)、 土坑 (2205。 2206 S K)、 落ち込み 1箇所 (2207 S O)、 畦畔 (2208

畦畔)を検出した。現地表面下約1.0～ 1,4m(T.P.+9.8～9.4m)地点に広がる。なお当該面で検出

された溝・畦畔は、「南北方向」のものは東に、「東西方向」のものは南に20° それぞれ傾きをも

てつ。

以下、当該面を「第 2面」と呼称 し、各遺構の概要を述べ、その詳細な法量については表など

を参照されたい。

溝(SD)
2201 S D(第 9表、写真12)

調査区2」 ・A地区で検出した耕作溝であ

る。2.5Y5/2暗 灰責色中～細砂に2.5Y7/6明 黄褐

色中礫混中砂が混 じる。径0。 5cm大の礫が多量

に混じる単一層の埋土をもち、東西方向に並列

する。溝からは遺物は出上しなかった。当該溝

の北側では牛の足跡が検出されており、牛耕が

盛んに行われていたものと推察できる。

2202～ 2204 S D(第 9表 )

調査区2・ 3J地区で検出した耕作溝群であ

る。ともに10Y4/1灰 色中砂混糸田砂～シル トと 写真12 牛の足跡検出状況 (北西から)

-32-



遺構名 地 区 長さ(m) 幅 (m) 深さ(cm) 遺構名 地 区 長 さ(m) 中冨(m) 深さ(cm)

2201 S D 2イ ・A (5.72) 1.20 10,0 2203 S D 2・ 3T (6.42) 1,16 10.2
2202 S D 2・ 3J (6.28) 0,84 Ｏ

υ
，

ｒ 2204 S D (4,45) 0 60 8.7

7.5GY5/1緑灰色中砂混シル トが混 じる。2.5Y7/3浅 黄色粗～細砂がブロ

埋土をもち、全て南北方向に並列する。遺物は、各溝から瓦器・土師器

の砕片が出土 した。時期は中世以降に比定できる。

第9表  2区第2面耕作溝 (SD)法量表

ック状に混 じる単一層の

。瓦質土器・須恵器・瓦

帯  常

Cm

0            50cm

*( )内 数値は検出長及び検出幅 *表記の数値は最大値

土坑 (SK)
2205 S K(第 27図 )

調査区4A地区で検出した土坑である。上面遺構の2125S Dに 南半分は削平されている。平面

形態は径0.28m前後の円形を呈 し、深さ0,05m前後を測る。埋土は単一層で、遺物は出土 しなかっ

た。

2206 S K(第 26図-30、 第27図 )

調査区5A地区で検出した土坑である。上面

遺構の2128・ 2129S Dに よって上部が削平され

ている。平面形態は長辺1.8m前後、短辺0.6m

前後の不定形を呈 し、深さ0,05m前後を測る。

埋土は単一層である。遺物は、黒色土器・土師

器 1/1ヽ 皿など)・ 須恵器の砕片が出上 した。この

うち30を 図化 した。30は土師器の小皿で、復元

口径7.6cm、 器高0,8cmを 測る。「て」の字状口

縁をもち、時期は11世紀中頃に比定できる。

第26図  2206 S K、 2207 S O出土遺物実測図(S=1/4)

落ち込み(SO)
2207 S O(第 26図 29、 第27図 )

調査区5A地区で検出した落ち込み状遺構である。当該遺構は、攪乱に一部破壊されており、

TP+950m 2205s K A  、      ァA 2206 s K

―

//

写:き〒

`ナ

斜〆環黎Tれ   
二` こ==ヌこ>才翌'

が混じる
5Y4/2灰 オリーブ色中砂混細砂に、
25Y7/6明黄褐色シルトがブロック状に混じる

10Y6/1灰 色中砂混細砂(径 ～0 3cm大 の礫が少量混じる)

10Y5/1灰 色中～細砂に5Y7/3浅 黄色細礫混中砂が波状に入る
10GY5/1緑 灰色細砂～シルトがブロック状に混じる
(植物根痕が斑点状に多量に見られる)

10Y5/1灰 色細礫混中～細砂に、75Y6/1灰色粗～中砂が入る
10Y6/1灰 色細砂～シルトに、10Y7/1灰 自色細砂が混じる
(少 量の植物根痕が竹管状に入る)

第27図 2205。 2206 S K、 2207 S O断面図(S=1/20)
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調査区の南西隅部から調査区外に延びるが、調査区西壁及び南壁断面状況より、深さ2.58mを測

るものと推測できる。埋土を観察したところ、埋± 2では耕作工具による痕跡及び、植物遺体が

顕著に見られ、埋± 4においても植物遺体が確認されていることから、水田などの耕作に関連す

る遺構であつたことが推察できる。

遺物は平瓦 (29)が 出上した。29は 平瓦の破片で、焼成は良好である。成形及び調整を見ると、

凹面に布目痕、凸面に縄目痕を残す。時期は中世期に比定できる。

畦畔 (畦畔)

2208畦畔 (写真11)

調査区2A地区で検出した。東西方向に傾きをもつ畦畔である。当該畦畔は2116島 畠造成上を

全て除去したところ検出できた遺構であり、2116島 畠は当該畦畔の高まりを利用して、造成した

ものと推察できる。造成上を観察した結果、2208-①・②の2層で構築され、土師器の砕片を包

含する。

・第 3面 (第21図、図版六)

第 5層の水田耕作土を全て除去したところ、第 5層下面で、耕作溝17条 (2301～ 2305。 2307～

2316・ 2318・ 2322 S D)、 土坑 3基 (2306・ 2317・ 2321 S K)、 落ち込み 2箇所 (2319・ 2320 S O)

を検出した。現地表面下約1.2～1.4m(T,P.+9.3～ 9.8m)地点に広がる。当該遺構面は近世及び

中世以降の土地利用が盛んな為削平や攪拌を受けており、遺構の検出は希薄であった。北東隅を

中心として検出した耕作溝群 (2301～ 2305。 2307～ 2316S D)は 、地形の低い箇所であった為、遺

構が残存 していたものと考えられる。なお当該面で検出された耕作溝は、「南北方向」のものは

東に、「東西方向」のものは南に20° それぞれ傾きをもつ。

以下、当該面を「第 3面」と呼称し、各遺構の概要を述べ、その詳細な法量については表など

を参照されたい。

溝(SD)
2301～ 2305・ 2307～ 2310S D(第 28図 31・ 33、 第10表 )

調査区2A地区で検出した耕作溝群である。ともに10Y5/1灰色中～細砂混シル トに、5Y7/2灰

白色中～細砂が波状に入る。多量の植物根痕が見られる単一層の埋土をもち、全て東西方向に並

列する。

第10表  2区第 3面耕作溝 (SD)法量表

遺構名 地 区 長さ(m) 幅 (m) 深 さ(cm) 遺橋名 地 区 長 さ(m) 幅 (m) 深さ(cm)

2301 S D 2A (1.15) 0,20 2.2 SD ９
〕 (0.70) 0.20 1.8

2302 S D // (0.35) 0。 10 1.8 SD (1.00) 0.22 2.7

2303 S D (0.70) 0.22 2313 S D 2J・ A (8.15) 0.33 5.4

2304 S D ク (2,72) 0.25 1,7 2314 S D 2A (6.55) 0.62 4.5

を305 S D (5.05) 0.50 4.4 SD 2J・ A (8.55) 0.28 5.7

2307 S D (4.55) 0.45 2.7 2316 S D (9。 45) 0.83 6.8

Z308 SD (4.65) 0。 25 2.8 2318 S D 2T (1.30) 0.34 12.0

2309 S D 21・ A (6.30) 0,33 6.0 2322 S D 4・ 5B (3.65) 0。 63 7.5

SD 2A (4.80) 0.24 3.8 *( )内数値は検出長及び検出幅  *表記の数値は最
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遺物は、2305。 2308,2309 S Dか ら土師器 1/1ヽ皿など)の砕片、2307

SDか ら瓦質土器・須恵器・土師器の砕片が出上した。このうち2308

SDか ら出土した31、 2309 S Dか ら出土した33を 図化した。31は土師

器の小皿で口縁部が残存する。復元口径9.Ocm、 残存器高1.7cmを測る。

時期は10世紀後半～11世紀前半に士ヒ定できる。33は土師器椀の口縁部

で、復元口径15,4cm、 残存器高3。 2cmを測る。時期は11世紀前半に比

定できる。

2311～ 2316S D(第28図 32、 第10表)                  0      10Cm
調査区2J・ A地区で検出した耕作溝群である。ともに2.5Y5/2暗  第28図 2301～ 2310。 2315

灰黄色中砂混シル トに、2.5Y6/31こ ぶい黄色細砂が斑点状に混 じる。  sD出 土遺物実測図(S=
多量の鉄分沈着する単一層の埋上をもち、全て東西方向に並列する。  1/4)

遺物は、2313S Dか ら瓦質土器 。土師器、2314～2316S Dか ら土師器伺可釜など)の砕片が出土

した。このうち2315S Dか ら出土した32を 図化した。32は土師器の小型羽釜で、復元口径6.4cm、

残存器高5.6cmを測る。時期は11世紀前半に比定できる。

2318S D(第10表 )

調査区2」 地区で検出した耕作溝である。2.5Y5/2暗灰黄色粗砂混細砂～シルトに、10YR3/3暗

褐色中砂混細砂～シル トが斑点状に混 じる。さらに2.5Y7/2灰黄色粗砂混細砂が混じる単一層の

埋土をもち、南北方向に並列する。遺物は、土師器 。弥生土器の砕片が出上した。当該遺構は、

第7b層上面遺構に帰属する遺構であると推察できる。

2322 S D(第 10表)

調査区4・ 5B地区で検出した耕作溝である。10YR4/4褐色中砂混細砂～シル トに微量の植物

遺体と炭片を含む単一層の埋土をもち、東西方向に並列する。遺物は出上しなかった。

土坑(SK)
2306 S K(第 21・ 29図 )

調査区2」 。A地区で検出した土坑である。平面形態は楕円形を呈し、長辺1,lm、 短辺0.9m、

深さ18.8cmを測る。遺物は出土しなかった。

2317S K(第 21・ 29図 )

調査区2A地区で検出した土坑である。平面形態は円形を呈し、径0.3m、 深さ0.45mを測る。

遺物は出土しなかった。

2321 S K

,

0            50cm

丁蜘
   √ 恥m蜘 凸 が

'

中

10Y4/1灰 色細砂混シル トと、25Y6/3にぶい責色細砂 (ベース層)が混 じる
10YR4/3に ぶい黄褐色中砂混細砂
25Y5/2暗灰黄色中～細砂混シル トに、25Y7/4浅黄色中～細砂が斑点状に混 じる

第29図 2306・ 2317・ 2321 S K断面図
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2321 S K(第 21・ 29図 )

調査区 4・ 5B地区で検出した土坑である。平面形態はほぼ円形を呈し、径0.39m、 深さ0,4

mを測る。遺物は出土しなかった。

落ち込み(SO)

2319S O

調査区2J・ Aと 3J・ A地区で検出した落ち込み状遺構である。当該遺構は、後世の土地利

用によって広く削平されている為、 明確な遺構としては検出できなかった。深さ0。 16mを測り、

7.5GY4/1暗緑灰色中砂混細砂に5Y6/2灰 オリーブ色中砂混細砂が混じる単一層の埋上をもつ。ベー

ス層との攪拌が顕者に見られるため、おそらく水田などの耕作に関連する遺構である可能性が高

い。遺物は出上しなかった。

2320 S O

調査区2」 ・Aと 3J・ A地区で検出した落ち込み状遺構である。当該遺構も2319S Oと 同じ

く広 く削平されている為、明確な遺構 としては検出できなかった。深さ0.5mを 測 り、10Y4/1灰

色中砂混細砂～シルトに5Y7/3浅黄色中砂が混じる単一層の埋上をもつ。ベース層との攪拌が顕

著に見られるため、2319 S Oと 同様に、水田などの耕作に関連する遺構である可能性が高い。遺

物は土師器の砕片が出土した。

(3)3区 (第30。 31図 )

51。 」と61・ J地区に、東西13.8m× 南北7.5m前後を測る長方形を呈する調査区を設定

した。当調査区の面積は約103.5ど を測る。

調査は、現地表面 (T,P。 キ10.8m前後)か ら約0.9mま で機械掘削し、人力掘削を約0.3～ 1,Om地

点まで行った。なお、調査終了後、調査区北西端部の 1箇所で機械掘削により深さ1.Om(T.P.+8,3

m)ま での下層部を確認した。

・第 1面 (第31図、図版七)

第 0層の盛土と第 1層 の旧耕作上、第 2層 と第3a層の耕作上を除去したところ、第3b層の

堆積を確認した。これをさらに掘削したところ、第3b層下面で島畠(3001～ 3003島 畠)を検出し

た。当該遺構は平面調査では確認できなかつたが、西壁及び南壁断面の状況より、ともに調査区

南端から3,Omの地点より南西方向に広がっていくものと推察できた。さらに第 4層の島畠造成

上層を全て除去したところ、落ち込み2箇所 (3101・ 3102S O)、 近世の耕作溝14条 (3103～ 3116

SD)を検出した。現地表面下約1.15m(T,P,+9.35m)地点に広がる。なお当該面で検出された島

畠 。耕作溝は、「南北方向」のものは東に、「東西方向」のものは南に20° それぞれ傾きをもつ。

以下、当該面を「第 1面」と呼称 し、各遺構の概要を述べ、その詳細な法量については表など

を参照されたい。
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―ブ黒色細礫混細砂 (径 ～0 5cm大 の礫が多量に混 じる)

細礫～粗砂混細砂 (径 ～0 3cm大 の礫が少量混 じる)

細砂混中砂に、5Y6/1灰 色細礫～粗砂が混 じる (径 ～0 5cm大の礫が多量に混 じる)

出 続金,'TT腎舟,郷躍摯習稽選著塊訪ヵ魂じる確～0 5cm大の礫力沙量混じる)

5Y4/1万
7 5Y5/

25Y6/1
2 5Y5/2
5Y6/1灰 ゼ
(土 師器・
75Y6/1ワ

1面

5m

J中 砂混シルトと、5Y7/2灰 自色細礫混粗砂が混じる(径 ～0 5cm大 の礫が少量混じる)

砂混中～細砂に、5Y6/1灰 色細砂混シルトがブロックで混じる(径 ～0 5cm大 の礫が少量混じる)

じる)

第30図  3区西・南壁断面図(S=垂直 :1/50、 水平 :1/150)

-37-



つ
と
私

第 1面

F｀
いAL9/

第 2面

▼
デ、い

hLS/

第 3面

wAい
鷹

※遺構名のうちSDについては遺構略号省略

第31図  3区第1～ 3面平面図(S=1/150)
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第32図 3101,3102S O、 3108S D出 土遺物実測図(S=1/4)

落ち込み(SO)
3101 S O(第 32図 34・ 35。 39)

調査区51と 61・ JA地区で検出した落ち込み状遺構である。当該遺構は、南側に下がりな

がら調査区外に延びるが、調査区西壁及び南壁断面状況より、深さ0.3m以上を測るものと推測

できる。2.5Y6/1黄 灰色粗砂混中～細砂に2.5Y7/3浅 黄色粗～中砂が斑点状に混じる単一層の埋土

をもつ。埋上の攪拌が顕著に見られることから、耕作などに利用されていたものと推測できる。

遺物は瓦質土器 。青磁・瓦器・土師器・須恵器の砕片が出土した。このうち34・ 35。 39を 図化

した。34は 土師器の羽釜で、復元口径21.4cm、 残存器高2.9cmを 測る。時期は14世紀前半に比定

できる。35は 瓦質土器の悟鉢で、復元口径25.4cm、 残存器高6.2cmを 測る。時期は14世紀末～15

世紀前半に比定できる。39は龍泉窯系の青磁碗で、復元口径17.9cm、 残存器高3.2cmを 測る。時

期は14世紀末～15世紀前半 (青磁Ⅳ類)に比定できる。

3102S O(第32図-36。 38)

調査区 5。 61地区で検出した落ち込み状遺構である。当該遺構は、調査区外にのびるが、調

査区西壁断面の状況より、深さ0。 13m前後の浅い皿状の窪地であったものと推測できる。10GY4/1

暗緑灰色粗～中砂混細砂に植物根痕状に7.5Y5/2灰 オリーブ色粗砂混中砂が入る単一層の埋土を

もつ。埋土に植物根痕跡が観察できることから、耕作などに利用されていたものと推測できる。

遺物は、瓦質土器・瓦器・土師器・須恵器の砕片が出土した。このうち36。 38を 図化した。36

は瓦質土器の奈良火鉢 (浅鉢V)で、復元口径26.5cm、 残存器高3.8cmを 測る。時期は13世紀後半

～14世紀初頭に比定できる。38は土師器の小皿で、復元口径7.Ocm、 器高0,9cmを測る。体部下半

に稜線が見られることから、時期は13世紀後半に比定できる。なお、当該遺構埋没後に、3101S

Oを構築しており、若干の時期差が生じる。

溝(SD)
3103～ 3116S D(第32図-37、 第11表)

調査区51・ Jと 61。 」地区で検出した耕作溝群である。ともに2.5Y4/1暗オリーブ灰色粗

砂混中～細砂に5Y7/2灰 白色中～細礫が斑点状に混じる単一層の埋土をもつ。全て南北方向に並

列する。

遺物は、3103・ 3107 S Dか ら土師器の砕片、3104。 3113S Dか ら瓦器・須恵器・土師器の砕片、

3106S Dか ら土師器 (羽釜など)の砕片、3103S Dか ら土師器の砕片と鉄製の釘、3109 S Dか ら瓦

器 。土師器と瓦の砕片、3110S Dか ら瓦器の砕片、3114・ 3116S Dか ら瓦器・土師器の砕片がそ

れぞれ出上した。このうち3108S Dか ら出上した37を 図化 した。37は鉄製の釘で、残存長4,3cm、
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第11表  3区第 1面耕作溝 (SD)法量表

遺構名 地 区 長さ(m) 幅 (m) 深さ(cm) 遺構名 地 区 長 さ(m) 幅 (m) 深さ(cm)

SD 5。 61 2.50 0.30 7.0 3110 S D 51 61 (3,78) 0.40 7.8

3104 SD ク (4,40) 0,28 2.0 SD (4,30) 0.24 6.9

3105 S D 3,90 0,24 3.7 3112 S D 51、 5。 6」 (3,22) 0.30 4.8

SD (1.84) 0,30 2.4 3113 S D 貪
∪ 1。 94 0,28 9.0

3107 S D 1。 24 0.30 ク 3114 S D 6J 2.20 0.20 7.3

3108 S D ク (1.49) 0.30 4.3 SD // 2.14 0.26 4.1

3109 S D 51。 J、 61 (4,06) 0.28 9.8 SD 2.10 0.30 6.1

*( )内数値は検出長及び検出幅 *表記の数値は最大値

重さ1.85gを測る。なお、埋上の状況や切り合い関係から、当該耕作溝群の廃絶時期は3102S O

と同時期に比定できる。

・第 2面 (第31図、図版七・八)

第 1面で検出した遺構埋上を全て除去したところ、第7b層上面で南方向に下がる落ち込み状

遺構 1箇所 (3201 S O)を検出した。さらに、この埋上を全て除去したところ中世の上坑 1基 (3202

SK)、 耕作溝 4条 (3203～ 3206 S D)を 検出した。当該面で検出された耕作溝は、「南北方向」の

ものは東に、「東西方向」のものは南に20° それぞれ傾きをもつ。調査区北半分は、後世の土地

利用によって第7b層 まで削平されていた為、遺構は確認できなかった。調査区南半分に位置す

る遺構についても、中世期の遺物が多数出土していることから、本来はより上層部から切り込む

遺構であったと推察できる。現地表面下約1,25m(T,P,+9。 25m)地点に広がる。

以下、当該面を「第2面」と呼称 し、各遺構の概要を述べ、その詳細な法量については表など

を参照されたい。

落ち込み(SO)
3201 S O(第 33図-40～ 44、 第36図 )

調査区51と 61。 J地区で検出した落ち込み状遺構である。当該遺構は、調査区外に延びる

が、調査区西壁及び南壁断面の状況より、深さ0.lm前後の浅い皿状の窪地であったものと推測

できる。埋上の攪拌が顕著に見られ、植物根痕跡が観察でき、埋土除去時に下層部で多数の耕作

溝 (3203～ 3206 S D)が検出されたことから、耕作などに利用されていたものと推測できる。落ち

込み肩部では獣骨の一部 (獣骨①)が検出された。

遺物は瓦器 (椀・皿など)。 黒色土器 (椀 など)。 土師器 (羽釜など)。 須恵器 (壷など)の砕片が出

上した。このうち40～44を 図化 した。40は須恵器の壷で、口径は不明、残存器高9。 7cmを測る。

体部に貼 り付け突帯を2条施し、外面に叩きの痕跡が顕者に見られることから、播磨系土器と推

一

44

o           10cm

第33図  3201 S O。 3202 S K出 土遺物実測図(S=1/4)

Ⅷ
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祭できる。時期は11世紀後半に比定できる。なお詳細は44頁 を参照されたい。41は 黒色土器の椀

で、復元口径15,2cm、 残存器高3.4cmを測る。外面全体及び内面の下半に丁寧なヘラミガキを施す。

時期は11世紀 (黒色B類畿内系V類)に比定できる。42。 44は瓦器の小皿で、それぞれ復元口径7.5

cm・ 8.Ocm、 器高0.8cm・ 1,lcmを測る。時期は13世紀前半に比定できる。43は 瓦器の椀で、口径

は不明、残存器高0,8cmを測る。高台がかろうじて残ることから、時期は13世紀前半に比定できる。

土坑(SK)
3202 S K(第 31・ 33図 45、 第34図 )

調査区51地区で検出した。平面形態は径  
―

             
―

0.55m前後のほぼ円形を呈し、深さ0,06mを測       生不三豆
=豆

>―坐 '

る。埋土は単一層で、ブロック上が混じること

から、人為的に埋められたものと推測できる。   りηT祭5督▼黙臨と砲
5Y4/1灰色

社十―~…軍瞥
m

遺物は、瓦器 (皿 など)・ 土師器などの砕片が出    第34図 3202 S K断面図(S=1/40)

上した。このうち45を 図化 した。45は瓦器の皿で、復元口径11,lcm、 残存器高0。 8cmを 測る。時

期は13世紀前半に比定できる。

溝(SD)
3203～ 3206 S D(第 12表 )

調査区51と 61。 」地区で検出した耕作溝群である。ともに5Y6/1灰色粗砂混中砂に2.5Y5/3

黄褐色細砂が混じる。少量の鉄分が沈着する単一層の埋土をもつ。全て東西方向に並列する。

遺物は、3204 S Dか ら瓦器・土師器の砕片、3205 S Dか ら瓦器・黒色土器・土師器の砕片、

3206 S Dか ら瓦器 (小皿など)の砕片がそれぞれ出土した。これらの遺物より、当該耕作溝の構築

時期は中世に比定できる。

第12表  3区第2面耕作溝 (SD)法量表

遺構名 地 区 長 さ(m) 幅 (m) 深さ(cm) 遺構名 地 区 長さ(m) 幅 (m) 衆さ(cm)

3203 S D 51 0,70 1.60 3.0 3205 S D 5 61 6T 8,40 0.80 2,9

3204 S D 5.46 1.90 2.8 3206 S D 9,20 0.16 8.3

*( )内 数値は検出長及び検出幅 *表記の数値は最大値

。第 3面 (第31図、図版八)

第2面で検出した3201 S O埋 土を全て除去したところ、3201 S O下 部で南方向に下がる落ち込

み 1箇所 (3301 S O)を 検出した。さらに、この埋土を全て除去 したところ耕作溝 3条 (3302～

3304 S D)、 土坑 1基 (3305 S K)を検出した。第 2面 と同様に、現地表面下約1.25m(T,P.+9。 25m)

地点に広がる。また、遺構から出土した遺物を観察した結果、本来はより上層部から切り込む遺

構であった可能性が高く、遺構構築面が第 2面構築時及びそれ以降に削平されたものと推察でき

る。

以下、当該面を「第 3面」と呼称し、各遺構の概要を述べ、その詳細な法量については表など

を参照されたい。
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落ち込み(SO)

3301 S O(第 31・ 35図-46～ 50、 第36図 )

調査区51と 61。 」地区で検出した落ち込み状遺構である。当該遺構は、調査区外にのびる

が、調査区西壁及び南壁断面の状況より、深さ0.5m以上を測る。埋土除去時に下層部で多数の

耕作溝 (3302～ 3304 S D)が検出されたことから、耕作などに利用されていたものと推測できる。

遺物は瓦器・瓦質土器伺可釜など)・ 土師器 1/Jヽ 皿・羽釜など)・ 須恵器・平瓦の砕片が出上し

た。このうち46～50を 図化した。46は土師器の小皿で、復元口径5,6cm、 器高0.8cmを測る。口縁

部形態は「て」の字状を呈す。時期は11世紀中ごろに比定できる。47・ 48は土師器の皿で、それ

ぞれ復元口径9.6cm・ 12,35cm、 器高1.2cm・ 1.0

cmを測る。49は須恵器の壺で、復元口径7.6cm、

残存器高6.9cmを 測る。肩部に自然釉が見られ

る。顎部に2条の突帯が見られ、下部の突帯に

沿つて釉が溜まっている状況が確認できた。お

そらく焼成時に他の上器を蓋状に重ねていたも

のと推測できる。時期は10世紀中頃に比定でき

る。50は瓦質土器の羽釜で、復元口径19。 4cm、

残存器高2.3cmを 測る。京都型瓦質土器で、時

期は11世紀後半に比定できる。

T P ■9 00rn

1 10Y4/1灰 色粗砂混中～細砂に、植物根痕状に5Y6/2灰 オ リープ色粗砂混中～細砂が入る
2 10GY5/1緑 灰色細砂に、ベース層を巻き上げる
3 25Y6/2灰 黄色中～細砂と、5Y71灰 白色中砂が混 じる                        0          1m

:Ъttχ爛 こ、当〔帽冴穿;全歩薫琶名畝混9完ギ暴亀eる

第36図  3201。 3301 S O断面図(S=1/20)

溝 (SD)
3302～ 3304 S D(第 13表 )

調査区51と 61・ J地区で検出した耕作溝群である。ともに10Y4/1灰色粗砂混中～細砂 と、

ベース層が攪拌する単一層の埋土をもつ。全て東西方向に並列する。遺物は出土しなかった。

第13表  3区第3面耕作溝 (SD)法量表

土坑(SK)

3305 S K(第 31・ 37図 )

調査区6J地区で検出した土坑である。当該遺構は、上面遺構の3201 S Oに よって上部が削平

―

 ク
46

こ   1  ‐-7
48

一
雄
I1 50

o           10cln

第35図  3301 S O出 土遺物実測図(S=1/4)

遺構名 地 区 長 さ(m) 幅 (m) 深さ(cm) 遺構名 地 区 長 さ(m) 幅 (m) 深さ(cm)

3302 S D 5・ 61 (8.05) 0.35 11.5 3304 S D 5・ 61 (5.56) 0,3 7.5

3303 S D 61 3.03 (0.15) 5,0 *( )内数値は検出長及び検出幅  *表記の数値は最大値
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・第 7b層出土遺物 (第38図-51)

当該層中にはほとんど遺物は含まれていなかった。図化した51は 、調査区

北半の第7b層中に埋没していた遺物である。51は土師器の小形の壼で、復

元口径9。 4cm、 残存器高4.6cmを測る。調整は内面に板ナデ、外面にケズリが

見られ、口縁部は横ナデで仕上げる。時期は8世紀後半に比定できる。

第

されており、詳細は不明である。残存する平面

形態は不定形で、深さ0,02m前後を測る。埋土

は単一層で、ベース層との攪拌が顕者に見られ

ることから、耕作に関連する遺構であったと推

測できる。遺物は出土しなかった。

T P +9 00rn

A_、
三===多

π~｀==多
π
~全

'

10Y6/1灰 色粗砂混細砂に、75Y71灰色
シルトがブロック状に混じる     o         50cm

第37図  3305 S K断 面図(S=1/20)

0    5 cm
中

第38図 第 7b層出

土遺物実測図(S=
1/4)

4 垂早 まとめ

今回の調査では、比較的土地環境が安定している平安時代前期頃は居住域の末端地域として利

用されており、平安時代後期以降から近代まで広 く生産域として利用されていたことは明確であ

る。当該調査地の土地利用の変遷は、調査地南西部に流れる長瀬川の氾濫と密接な関係をもって

いたことが分かった。以下、各時期についての概要を述べたい。

平安時代前期以前

調査では、第7b層の堆積に相当する。当該層は、包含する遺物がローリングを受けており、

調査地全域で確認できたことから、第 1章一河川①を形成する河川堆積層に相当するものと考え

られ、調査地一帯も、河川氾濫の影響を多大に受けていたものと推測できる。

平安時代中期～後期

調査では、ほぼ完形の遺物が廃棄された溝・土坑などを検出した。調査地を含む周辺地域に居

住域が広がっていたものと推察できる。調査で建物に関連する遺構などが確認できなかった原因

としては、当該遺構面が後世の土地利用によって全体に削平及び攪拌されていた為と考えられる。

鎌倉～室町時代

調査地では耕作溝 。島畠・井戸など耕作関連遺構が広範囲にわたって確認できた。耕作溝が切

り合い関係をもつ箇所が多く見られ、さらに3時期以上に細分することができることから、調査

地一帯が、長期間にわたって、連綿と生産域として利用されていたことが分かる。

近世以降

調査では、耕作溝・島畠・畦畔・井戸など耕作関連遺構が広範囲にわたって確認できた。この

うち、調査地で検出された島畠の造成上に、氾濫堆積物の堆積は全 く見られなかった。これは、

造成方法に、溝を掘り下げた部分を水田面、掘 り残した部分を島畠として利用する「地下げ」を

取り入れたからである(註 1)。 今回の調査地は、旧大和川の主流である長瀬川に隣接する土地に

立地しており、調査地一帯が大和川の付け替えの影響を受け(註 2)、 広 く島畠として土地利用さ

れていたことが推察できる。
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特筆すべき遺物について

3区の3201 S Oか ら出土した40に ついて、若干の考察を述べたい。

40は須恵器の広口壺または広口瓶とも呼称される器種である。肩部に2条の貼 り付け突帯がみ

られ(特徴 I)、 調整はタト面に併行叩き後ナデ、内面に回転ナデが見られる。口縁部形態は、顎部

上半部が破損している為、詳細は不明であるが、破損状態や、明瞭に屈曲する顕部の形状から、

顕部が別作 りの可能性が高い(特徴Ⅱ)。 肩部には粘土を貼 り付けようと試みた痕跡が見られる(特

徴Ⅲ)。

特徴 Iに類似する資料としては、兵庫県三田市相野古窯跡 (兵庫県教育委員会1992)や 岡山県邑

久村佐山東山奥窯跡 (岡 山県教育委員会1987)か ら出上した土器が挙げられる。前者の窯跡から出

土した壼は10世紀前半～中頃、後者の窯跡から採集された壺は10世紀後半～11世紀前半に位置付

けられる。また特徴Ⅱから、十瓶山窯産須恵器の特徴の一つである口顎部から底部まで叩き成形

を基本とする「一連叩打技法」 (吉岡康暢1994)の可能性は低い。特徴Ⅲは双耳の名残と考えられ

る。特徴 IoⅢ から、播磨地域で10世紀から続く広口壺の系統と類似することは明確である。

以上から、当該土器の発見は、祖型となる広口瓶が10世紀代に相生窯 (播磨)で 出現し、神出窯・

勝間田窯・邑久窯及び十瓶山窯へ11世紀後半に伝播する(佐藤竜馬1993)と 同時期に、畿内にも伝

播した可能性が示唆できる貴重な資料といえる。

【註・参考文献】                       |
註 1(井 上智博1998)に よると、「調査地の第2-1面で検出した島畠の造成方法は、島畠作土の下に水田作

土の堆積が見られ、この水田作土が島畠直下部の堆積土より高 くなっている。」とあり、今回の調査で

検出した島畠がこれに類似する。

註 2 (人尾市1960)に よると、「先年 (1704年)大和川御川違以後、用水不自由、田高悉 く稲作仕 り候ては早損

仕 り候故、田毎に畔を築き、田床を下げ、用水を請け・・・」と島畠が表現されており、大和川の付け

替え後、農業用水の不足から、田をできるだけ低 くして水が溜まりやすいように稲を育てていたと記さ

れている(八尾市立歴史民谷資料館2002)。 この記述から、18世紀には地下げ型島畠が存在していたこと

が想像できる。

井上智博1998「 V 調査成果」『池島・福万寺遺跡 発掘調査概要XX IJ(財 )大阪府文化財センター

1999「 島畠の考古学的研究―池島・福万寺遺跡の事例の再検討」『光陰如矢』「光陰如矢」刊行会

岡山県教育委員会1987『桑瀬ほか/土佐貝塚ほか/美土路遺跡ほか 昭和61年度回場整備事業に伴う確認調査』

金田章裕1993「大阪府人尾市福万寺遺跡の島畑遺構」『微地形と中世村落』吉川弘文館

佐藤竜馬1993「香川県十瓶山窯跡群における須恵器編年」『関西大学考古学研究室開設40周年記念考古学論叢』

関西大学考古学研究室

兵庫県教育委員会1992『相野古窯跡群 近畿自動車道舞鶴線関係埋蔵文化財調査報告書 (XⅢ )本文編』

廣瀬時習2007『池島・福万寺遺跡 3 本文・考察編』 (財)大阪府文化財センター

八尾市1960「亀井村等三か村願書、宝暦10年 (1760)付、」 F八尾市史史料編』

八尾市歴史民俗資料館2002『河内の綿作 りと木綿生産』河内木綿関係資料集 1

吉岡康暢1994『 中世須恵器の研究』吉川弘文館

鐘方正樹2003『井戸の考古学』同成社
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¬区調査区南壁断面 (北東から)

1区第 4面 1407S E曲 げ物検出状況 (南南西から)
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矢作遺跡

(第 7次調査 )

集落 平安時代 溝・土坑
土師器・須恵器・黒色
土器・灰釉陶器・土錘

。11世紀後半に播磨

地域から伝播 したと

推察できる須恵器の

広口壺 (瓶)が出土

生産域 中世 水 田 井戸 土坑
土師器・瓦器・瓦質土

器・曲げ物

生産域 近世以降
島畠・水田・井戸・杭
跡・土坑・噴砂 靭・鉄製品．

回
瓦

。青磁・

宋銭

約要

平安時代前期 :調査地一帯は大規模な河川氾濫の影響を受けた。
平安時代中期～後期 :調査地を含む周辺地域に集落の存在が推定できる。
中世～近世 :調査地一帯は連綿と続く生産域であった。
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